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第 | 節 沿岸 市 





町 村 の 取組 


陸前 高田 市 





i 被災 状況 及び 復興 の 取組 の 概要 


被災 状況 

本 市 で は 、 平 成 23(201 1) 年 3 月 11 日 の 東北 地方 太平 洋 
沖 地震 に より 、 謀 度 6 弱 ( 推 定 ) を 観測 。 こ の 地震 に より 発生 し 
た 大 津波 に よっ て 、 本 市 の 沿岸 部 及び 気仙 川 、 矢 作 川 、 長 部 
川 な どの 河川 流域 で 甚大 な 被害 を 受け 、 死 者 ・ 行 方 不明 者 を 
合わ せ た 犠 牲 者 数 は 1.761 人 、 家 屋 被害 は 、 当 時 の 市 内 世 
帯 数 の 約 半 数 と な る 4,065 世 帯 (うち 3,803 世 帯 が 全壊 ) に 及 
び 、 未 曽 有 の 大 災害 と な っ た 。 

また 、 市 庁舎 は も と より 図書 館 、 博 物 館 、 小 中 学校 な ど 81 の 
公共 施設 等 ( 約 半 数 が 全壊 ) や 、15 人 箇所 の 防潮 堤 も 倒壊 する 
な どの 被害 を 受け た ほか 、 約 7 万 本 と 言わ れる 高田 松原 の 松 や 
約 2km に わた る 砂浜 も 大 半 が 流失 する な ど 、 中 心 市 街 地 の 商 
業 * 観 光 施 設 、 地 場 産業 施設 、 交 通 網 、 行 政 機能 な ど 広 範 多 
岐 に わた る 地域 の 社会 的 機能 が 壊滅 的 な 被害 を 受け た 。 
復興 の 取組 状況 の 概要 

平成 23 年 12 月 に 策定 し た 「 陸 前 高田 市 岩 災 復興 計画 ] に 
基づき 、 被 災 者 の 住ま い の 再 建 を 最 優先 課題 と し て 取り 組ん で 
きた 。「 災 害 公営 住宅 整備 事業 ] に つい て は 、 平 成 29(2017) 
年 6 月 まで に 全 11 団 地 (895 戸 ) の 整備 が 完了 し た 。 ま た 、「 被 
災 市 街 地 復興 土地 区 画 整理 事業 ] に よる 被災 し た 中 心 市 街 
地 の か さ 上 げ と 高台 の 宅地 造成 に つい て は 、 平 成 31(2019) 
年 3 月 まで に 全て の 高台 部 及び か さ 上 げ 部 の 一 部 で 宅地 の 引 
渡し を 行い 、 令 和 2(2020) 年 度 内 の 完了 を 目指 し て いる 。「 防 
災 集 団 移転 促進 事業 ] に よる 高台 の 宅地 造成 に つい て は 、 平 
成 30(2018) 年 7 月 まで に 全 30 団 地 が 完成 し 、 順 次 、 住 宅 再 
建 が 進め られ て いる 。 

また 、 土 地区 画 整 理事 業 に より 約 10m か さ 上 げ し た 中 心 市 
街 地 に お いて は 、 核 と な る 大 型 商業 施設 が 平成 29 年 4 月 に 
開業 し 、 隣 接し て 市 立 図書 館 や まち な か 広場 の 整備 を 一 体 的 
に 行っ た ほか 、 平 成 30 年 9 月 に は 、 陸 前 高田 駅 前 に 公共 交通 
の 結節 点 と な る 交通 広場 が 完成 し た こと に より 、 各 地区 か ら 
中 心 市 街 地 べ へ の アク セス に 利便 性 が 図ら れ て きた 。 

さら に 、 令 和 元 (2019) 年 6 月 まで に 被災 関連 施設 で あっ た 
気仙 小学 校 や 高田 小学 校 、 気 仙 保 育 所 、 保 健 福祉 総合 セン 
ター を 高台 に 整備 する と と も に 、 同 年 9 月 に は 、 国 や 県 と 連携 し 
て 整備 を 進め て きた 高田 松原 津波 復興 祈念 公園 が 部 分 開園 
し 、 公 園内 に 「 国 営 追 悼 ・ 祈 念 施設 ]、「 東 日 本 大 岩 災 津波 伝 
承 館 」、 三 陸 沿 岸 地域 の ゲー トウ ェ イ と な る 「 道 の 駅 高田 松原 」 
が オー プン し 、 連 日 多く の 方 々 が 訪れ 、 ま ち に 賑わい が 見 られ る よ 
うに な っ て いる 。 
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主 な 取組 事例 





住宅 再建 に 係る 独自 支援 制度 の 創設 


住宅 再建 に つい て は 、 津 波 に より 低地 部 が 壊滅 的 な 被害 を 
受け た た め 、 高 台 に 宅地 を 造成 する と と も に 道路 や 水道 な どの 
イン フラ 整備 が 求め られ た 。 こ の こと か ら 、 防 災 集 団 移転 促進 事 
業 な どの 公 的 な 整備 に よら ず に 自力 再建 する 被災 世帯 の 経済 
的 負担 の 軽減 を 図る た め 、 道 路 や 水道 工事 費 、 敷 地 造 成 費 な 
ど に 対す る 市 独自 の 補助 制度 を 創設 し た 。 

また 、 住 宅 再建 事業 の 違い に より 受け られ る 支援 内 容 が 異な 
る こと か ら 、 住 宅 ロ ー ン の 利子 補給 制度 や 引越 し 費用 に つい て 
も 独自 の 補助 制度 を 設け る な ど 支 援 内 容 を 拡充 し 、 そ の 均衡 に 
も 努め な が ら 被 災 者 の 早期 の 住宅 再建 を 図っ て きた 。 


復興 事業 の 加速 化 に 向け た 取組 


土地 区 画 整 理事 業 に お いて は 、 今 泉 地区 の 残土 を 気仙 川 
を は さん だ 高田 地区 の か さ 上 げに 使用 する た め 、 ベ ルト コン ベ ヤ 
に よる 土砂 運搬 を 行っ た 。 ベ ルト コン ベ ヤ は 幅 1.8m、 総 延長 は 
約 3km に 及び 、1 日 当たり 2 万 m(1 SF ッ ク 4,000 台 相 
当 ) の 土砂 を 運搬 する こと に より 、 交 通 渋滞 や 事故 防止 が 図ら 
れ 、 工 事 期間 も 通常 より 約 6 年 短縮 で き 「 一 日 も 早い 復興 ] に 取 
り 組 ん で きた 。 


な り わ い の 再 生 に 係る 独自 支援 制度 の 創設 


被災 直後 か ら 事業 を 再開 する 方 々 に 対し 、 仮 設 店 舗 用 の 備 
品 購 入 に 対す る 補助 、 被 災 建 物 や 設備 の 復旧 に 対す る 補助 
に より 、 早 期 再開 を 支援 する と と も に 、 テ ナン ト 事 業者 が 、 本 設 
店 舗 を 開設 する 場合 に 対す る 助成 や 、 事 業者 が ユニ バー サル 
デザ イン に 配慮 し た 店 舗 等 の 整備 を 行う 場合 へ の 助成 を 行う 
な ど 、 市 独自 の 補助 制度 を 設け る こと に より 被災 事業 者 の 早期 
の 再建 を 図っ て きた 。 


目 ノー マラ イ ゼ ー シ ョ ン と いう 言葉 の いら な い 

まち づく り 

本 市 の 復興 を 進め る 上 に お いて は 、「 ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン と い 
う 言 葉 の いら な いま ち 」 を キー ワー ド に 、 障 が い の あ る 方 や 高齢 
者 な ど 市 民 誰 も が 生き 生き と 暮らせ る 安全 で 安心 な まち の 創造 
に 向け 、 平 成 27(2015) 年 6 月 に アク ショ ンプ ラン を 策定 し 、 ま た 
中 心 市 街 地 で は 「 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イン チェ ッ ク リ スト 」 の 普及 
啓発 に より 、 ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イン に 配慮 し た 誰 に も や さ し い ま 
ち づ く り ・ 店 づく り に 取り 組ん で いる 。 





課題 





上 復興 事業 の 財源 確保 


土地 区 画 整理 事業 の 工期 が 令 和 2 年 度 ま で と な る 見 通し の た 
め 、 土 地 の 引 き 渡 し 後に 行う 住宅 再建 に 係る 支援 金 ・ 補 助 金 等 の 
申請 期間 や 運用 期間 の 延長 が 必要 で ある 。 


四 か さ 上 げ 地 及び 移転 元 地の利 活用 


土地 区 画 整理 事業 に お いて は 、 仮 換地 指定 な ど 権利 者 と の 合 
意 形成 に 時 間 を 要する た め 、 結 果 と し て 、 権 利 者 の 自力 再建 が 進ん 
だ こと か ら 、 当 該 権利 者 の 宅地 の 利 活用 が 課題 と な っ て いる 。 

また 、 防 災 集 団 移転 促進 事業 に より 買い 取っ た 移転 元 地の利 活 
用 や 維持 管理 も 課題 と な っ て いる 。 


| 地域 コミ ュ ニ ティ の 再生 
震 災 に より 一 時 的 に 解散 し た 自治 会 も あり 、 防 災 集 団 移 転 促 進 
事業 等 に より 各地 区 の 住宅 再建 が 進ん だ と ころ で ある が 、 新 た な 自 
治 会 の 設立 及び 運営 が 課題 と な っ て いる 。 
時 均 流 人 口 の 拡大 ・ 観 光 戦 略 ・ ま ちの 賑わい の 創出 
本 市 に お ける 観光 に つい て は 、 宿 泊 施 設 の 整備 や 滞在 型 観 光 


へ の シフ ト 、 外 国人 旅行 客 の 受入 対策 が 課題 と な っ て いる 。 

また 、 国 の 第 2 期 総 合戦 略 に お いて 、 関 係 人 口 の 拡大 が 求め ら 
れ て いる 。 本 市 の 未 利用 観光 資源 の 発掘 に 加え 、 今 年 度 開園 し た 
高田 松原 津波 復興 祈念 公園 な ど を 活用 し た 市 内 全域 を 防災 ・ 減 災 
を 学べ る フィ ー ル ド と する こと に より 、 国 内 外 か ら の 交流 人 口 の 拡大 
を 図る と と も に 、 農 災後 に 全国 は も と より 世界 各地 か ら ご 支援 を いた 
だ き 、 今 も な お 継続 し て 本 市 と 多様 に 関わ る 方 々 と の 「 絆 」 を 大 切 に 
し 、 今 後 さら な る 関係 人 口 の 拡大 を 図り な が ら 、 ま ちの 活性 化 に つ な 
げ る こと が 必要 で ある 。 


目 産業 の 振興 


本 市 の 基幹 産業 で ある 一 次 産業 に お いて 、 豊 富 な 地域 資源 の 
高 付加 価値 化 や 新た な 商品 開発 、 販 路 拡大 、6 次 産業 化 に 取り 組 
む な ど 、 今 後 一 層 の 産業 の 振興 を 図る 必要 が ある 。 


目 公共 交通 の 整備 
震 災 後に 整備 され た 高台 地区 と 中 心 市 街 地 を 結ぶ 新た な 公共 


交通 の 構築 の ほか 、 高 齢 者 や 障がい の ある 方 、 ま た 海外 か ら 訪れ る 
方 々 も 含め た 利用 し や すい 公共 交通 環境 の 構築 が 必要 で ある 。 


教訓 ・ 提 言 


上 住ま い の 再 建 と 復興 まち づく り 


本 市 に お いて は 、 被 災 者 の 住ま い の 再建 を 復興 の 最 優先 課題 と 
し て 、「 土 地区 画 整 理事 業 ] や 「 防 災 集 団 移転 促進 事業 ]、「 災 害 
公営 住宅 整備 事業 」 等 を 推進 し て きた が 、 住 宅 の 建築 に あたっ て 
は 、 多 額 の 個人 負担 が 必要 で あり 、 ま た 、 住 宅 再建 事業 の 違い に よ 
り 受 けら れる 支援 内 容 が 異な る こと か ら 、 市 独自 の 助成 制度 を 設け 
支援 し て きた 。 こ の 支援 策 は 、 被 災 世 帯 の 経済 的 負担 を 軽減 する と 
いう 点 で 大 き な 意 義 が あり 、 早 期 の 住宅 再建 が 進め られ た と と も に 
住宅 再建 に 関す る 支援 策 の 充実 を 図る こと が で きた と 認識 し て い 
る 。 復 興 を 迅速 に 進め 、 か つ 費 用 の 面 で も 負担 の 軽減 が 図ら れる 個 
人 へ の 助成 制度 の 活用 を 検討 する 必要 が ある 。 

災害 公営 住宅 の 整備 、 土 地区 画 整 理事 業 を 進め る に あたっ て 
は 、 地 域 住 民 の 意向 調査 や 事業 内 容 の 協議 を 重ね る 中 、 事 業 実施 
に 向け た 計画 の 策定 だ け で 約 2 年 半 を 要 し た 。 計画 決 定 ま で に 時 間 
を 要 し た こと で 、 被 災 者 を 取り 巻く 環境 が 変化 し 、 災 害 公営 住宅 へ 
の 入居 需 望 者 が 当初 の 計画 か ら 約 1 割 減 と な っ た 。 土 地区 画 整 理 
事業 に お いて は 、 め まぐ る し く 変 わる 被災 者 の ニー ズ に その 都度 対 
応 し て し まう と 、 換 地 設計 の 見 直し に 時 間 を 要 し 、 事 業 完了 に 向け た 
換地 計画 の 作成 が 行え な いこ と と な り 、 被 災 者 の 意向 を 十分 に 把握 
し た うえ で 事業 を 実施 し て いく こと の 難し さ が あ っ た 。 

この こと か ら 、 復 興 期 間 終 了 後 また は 終局 に お いて 、 住 民 の ニー 


ズ を ある 程度 取り 込み 、 第 二 段 階 で の 土地 の 再 配置 が 行え る よう な 
土地 区 画 整理 事業 を 継続 し て 行う 、 も し く は 新規 地区 と し て 土地 区 
画 整 理事 業 が 行え る よう 、 通 常 事業 で は ある が 、 復 興 事 業 を 継承 し 
た 形 で の 事業 支援 及び 財政 支援 が あれ ば 、 更 な る 土地 の 利 活用 
に つなげ られ る も の と 考え る 。 

復興 事業 は 、 大 規模 か つ 複 合 的 な も の と な り 、 住 民 と の 合意 形成 
や 事業 計画 の 検討 等 で 多く の 時 間 を 要する 。 平 時 か ら 防 災 ・ 減 災 
対策 に 取り 組む と と も に 、 被 災後 、 早 期 に 的 確 な 復興 まち づく り に 着 
手 で きる よう 、 復 興 の 体制 や 手順 の 検討 等 の 事前 準備 を 行っ て お く 
こと が 大 事 で ある 。 


上 な り わ い の 再 生 


被災 直後 の 厳し い 状況 下 で は 、 支 援 額 が 限定 的 で あっ て も 、 早 期 の 
事業 再開 に 必要 な 施設 * 設 備 等 を 整備 する 迅速 な 支援 が 有用 で ある 。 

仮設 で の 事業 再開 、 そ し て 施設 の 本 設 と いっ た 復興 プロ セス に お 
いて 変化 し て いく ニー ズ に 対し て 、 事 業 規模 や 被災 状況 の 違う 事業 
者 の 立場 に 立っ た 支援 メニ ュー を 整備 し て いく こと が 重要 で ある 。 

事業 所 の 本 設 に は 、 本 設 先 の か さ 上 げ ・ 区 画 整理 が 終了 し て か ら 
で な いと 着手 で き な い 事情 か ら 、 復 興 支 援 も かさ 上 げ ・ 区 画 整 理 の 
期間 より も 長め に 事業 所 本 設 支援 (グル ー プ 補助 金 等 ) の 期間 を 設 
ける 必要 が ある 。 
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大 船渡 市 





i 被災 状況 及び 復興 の 取組 の 概要 


東日本 大 震 災 に よる 被害 状況 

平成 23(201 1) 年 3 月 11 日 14 時 46 分 、 三 陸 沖 を 震源 と す 
る マグ ニチ ュー ド 9.0 の 地震 が 発生 し 、 本 市 で は 震度 6 憎 を 観 
測 し た 。 そ の 後 、 市 内 各地 に 津波 が 押し 寄せ て 、 広 範囲 に わた 
り 大 き な 被 害 を 受け 、 本 市 で は 死者 340 人 、 行 方 不明 者 79 
人 、 住 家 被 害 は 5.592 世 帯 に も 及 ん だ 。 

この た め 、 避 難所 に は 多く の 住民 が 避難 し 、 避 難 者 数 の 最 
大 は 3 月 15 日 の 8,737 人 (避難 所 数 60 箇 所 ) で あっ た 。 応急 
仮設 住宅 の 入居 者 数 の ピー ク は 、 平 成 23 年 11 月 の 1,792 
戸 、4.531 人 で 、 み な し 仮設 住宅 で は 、 平 成 24(2012) 年 4 月 
の 707 戸 、1.880 人 で あっ た 。 

被災 事業 所 数 は 、 全 2.629 事 業 所 の うち 1.,416 事 業 所 に 
も 上 り 、 公 共 施設 等 の 被害 額 は 約 1.077 億 円 と な っ て いる 。 

国道 45 号 を は じ め 多 く の 道 路 で は 、 が れき に よっ て 通行 不 
能 と な っ た ほか 、 電 気 や 電話 、 水 道 等 の 各 施設 が 被災 し た た 
め 、 長 期間 に わた っ て ライ フラ イン が 寸断 し た 。 さ ら に 、 ガ ソリ ン 
や 灯油 な どの 燃料 に つい て も 、 停 電 や 津波 に よる 被災 に よっ 
て 給油 可能 な ガソリン スタ ンド の 大 幅 減 少 や 、 燃 料 輸送 が 
滞っ た こと な ど に より 、 そ の 調達 が 困難 と な っ た 。 こ の た め 、 ガ ソ 
リン スタ ンド に 多く の 人 が 燃料 を 求め て 、 大 渋滞 が 発生 する な 
ど 混 乱 し た 状況 と な っ た 。 





岩 災 直後 の 状況 





し 
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復興 計画 

平成 23 年 10 月 31 日 に は 、 大 災害 を 乗り 越え 、 よ り よ いま ち 
と し て 再生 する こと を 全体 目標 と し た 、「 大 船渡 市 復興 計画 ] 
を 策定 し た 。 復興 計画 は 、 議 決 承認 が 必要 で ある た め 、 将 来 
的 に 変更 が 予想 され る 事業 や 図 に つい て は 、 計 画 と は 別 の 
構成 と する こと で 、 変 更 が ある 度 に 、 議 会 議決 を 待つ 必要 が 
な く 、 復 興 へ の 取組 が 停滞 する こと な く 和 柔軟 な 対応 が 可能 と 
な っ た 。 

計画 期間 は 平成 23 年 度 か ら 平 成 32(2020) 年 度 ( 令 和 
2 年 度 ) ま で と し 、23 年 度 か ら 25(2013) 年 度 ま で を 前 期 と 
し て 都市 基盤 や 生産 基盤 等 の 復旧 を 推進 する こと と し 、26 
(2014) 年 か の ら 528(2016) 年 まで を 中 期 と し て 市 民 と 行政 の 
協 働 に より 、 復 興 の 動き を 本 格 化し 、29(2017) 年 か ら 32 年 
まで を 後期 と し て 災害 に 強い 、 魅 力 あ ふれ る 新しい 大 船渡 市 
を 創る こと と し て いる 。 
復興 施策 の 進捗 状況 

復興 計画 事業 の 進捗 状況 は 、 令 和 元 (2019) 年 9 月 末 時 
点 で 256 事 業 全 て が 着手 済み な で 、 う ち 220 事 業 が 完了 また は 
事業 目的 を 達成 し て お り 、 事 業 費 ベー ス ( 国 、 県 、 市 、 民 間 等 
計 ) で の 進捗 は 、 平 成 30(2018) 年 度 示 時点 で 91.3%% と な っ 
て いる 。 

災害 公営 住宅 は 、 県 と 市 の 合計 801 戸 が 平成 28 年 度 中 
に 完成 し 、 入 居 し て いる 。 な お 、 市 管理 分 (539 戸 ) の 空き 住戸 
に つい て 、 平 成 30 年 9 月 に 一 般 入居 の 募集 を 実施 し て お り 、 
令 和 元 年 9 月 30 日 現在 で 53 戸 入居 し て いる 。 

防災 集団 移転 促進 事業 は 、 津 波 被害 地域 の 居住 に 適さ 
な いと 認め られ る 区 域内 に ある 住居 の 集団 移転 を 目的 と し て 
平成 24 年 度 か ら 実 施し て お り 、 平 成 29 年 度 に 市 内 21 地 区 、 
366 区 画 全 て で 人 造成 を 完了 し 、 公 益 的 施設 用 地 1 地区 も 平 
成 30 年 4 月 末 で 造成 を 完了 し て いる 。 平成 31 (2019) 年 3 月 
末 現 在 で 、 区 画 中 356 区 画 が 引渡 し 済み で あり 、 今 後 、 当 該 
事業 の 対象 と な る 住宅 を 再建 する 被災 者 及び 被災 者 以外 の 
一 般 も 対象 と し た 募集 を 行い 、 空 き 区 画 10 区 画 の 解消 を 進め 
る こと と し て いる 。 

応急 仮設 住宅 撤去 ・ 集 約 化 に つい て は 、 小 中 学校 合わ せ 
て 9 校 の 校庭 に 設置 し た 応急 仮設 住宅 に つい て は 平成 29 年 
3 月 まで に 全て 撤去 済み で あり 、 平 成 29 年 8 月 に は 全て の グ 
ラウ ンド 復旧 が 完了 し 、8 つ の 都市 公園 と 合わ せ 、 全 て の 運動 
場 や 遊び 場 を 全面 開放 し た 。 最後 まで 残っ て いた プレ ハフ 応 
急 仮設 住宅 ( 地 ノ 森 、 長 洞 の 2 団地 ) は 、 令 和 元 年 5 月 末 に 全 
員 退 去 し 、 令 和 元 年 内 に 撤去 する 予定 で ある 。 


主 な 取組 事例 


大 船渡 駅 周辺 整備 


大 船渡 駅 周辺 地区 土地 区 画 整 理事 業 
東日本 大 岩 災 津 波 に より 
壊 減 的 な 被害 を 受け た 大 船 
渡 駅 周辺 地区 で は 、 安 全 な お で て 
市 街 地 の 形成 を 図る と と も に 主語 縛 還 ま っ 
商業 の 復興 を 進め る た め 、 土 (平成 31 年 4 月 撮影 ) 
地区 画 整 理事 業 に より 地盤 

の か さ 上 げ を 行い 、 道 路 ・ 河 川 ・ 公 園 ・ 緑 地 な どの 公共 施設 を 
再 整備 し た 。 

津波 復興 拠点 (商業 エリ ア ) の まち づく り 

大 船渡 駅 周辺 地区 で は 、 土 地区 画 整理 事業 と 併せ て 津波 
復興 拠点 整備 事業 を 先行 的 に 進め 、 商 業 業 務 機 能 の 早期 
再生 と 都市 機能 の 集積 を 図っ た 。 

また 、 官 民 一 体 と な を り エ リア マネ ジメント (住民 や 事業 者 な ど 
に よる まち の 価値 向上 に 資す る 自主 的 な 取り 組み ) に よる まち 
づく り を 推進 する た め 、 そ の 推進 母体 と な る まち づく り 会社 「 株 
式 会 社 キ ャ ッ セ ン 大 船渡 ] を 関係 者 と と も に 設立 し た 。 

この まち づく り 会 社 が 中 心 と な り 、 区 域 全体 で の 販売 促進 、 
イベ ント 実施 、 回 遊 性 の 向上 や 景観 形成 に 資す る ベン チ 、 植 
栽 等 の 施設 整備 や 清掃 活動 等 、 誘 客 を 図る エリ アマ ネジ メン ト 
の 取組 を 実施 し て いる 。 

市 で は 、 こ の 区 域内 の 市 有 地 に つい て 、 当 該 取 組 に 参画 
し 、 活 動 資金 を 分 担 する 借地 人 に 対し て 、 貸 付 料 を 減額 し て い 
る ほか 、 官 民 連 携 に よる 公共 施設 の 維持 管理 体制 の 構築 や 
景観 事前 協議 の 取組 等 を 通じ て 支援 し て いる 。 


課題 





い 


i 災害 危険 区 域 の 指定 と 被災 跡地 利用 の 取組 


東日本 大 震 災 津 波 で 被災 し た 地域 に は 、 防 災 集 団 移転 促進 
事業 に より 市 が 買い 取っ た 土地 と 、 個 人 な ど が 所 有する 土地 が 
混在 し て お り 、 市 で は 、 こ れ ら の 土地 の 有効 利用 が 復興 に 向け た 
重要 課題 の 一 つと 捉え 、 土 地 利用 の 実現 に 向け た 計画 の 策定 
と 具現 化 に 取り 組ん で いる 。 

災害 危険 区 域 を 指定 し た 26 地 区 の うち 、 防 災 集 団 移転 促進 
事業 に よる 土地 の 買い 取り が 相当 規模 で 生じ る 12 地 区 を 対象 と 
し て 、 平 成 23 年 10 月 に 「 土 地 利用 方 針 図 」 を 策定 し 、 被 災 者 と の 
協議 及び 改定 を 重ね 、 そ れ を 実現 する た め の 「 被 災 跡 地 土 地 利 
用 実現 化 方 策 」 の 策定 (土地 利用 計画 の 策定 ) を 行っ て いる 。 
被災 跡地 利用 の 取組 
@⑥ 主 な 活用 状況 
⑥ 広 場 の 整備 三陸 町 越 喜 来 浦 浜 地区 

津波 に 耐え 、 今 も 現地 に 自生 する 「 ど 根 

性 ポプラ 」 を 復興 の シン ボル に 位置 付 

け 、 多 目的 広場 を 整備 ( 約 2.400mY 平 

成 30 年 5 月 完成 )。 


O 産 業 用 地 の 整備 未 崎 町 小河 原 地区 
企業 誘致 を 行う た め 復興 交付 金 に より 
産業 用 地 を 整備 ( 約 3.2 ヘ クタ ー ル : 平 
成 30 年 3 月 造成 工事 完了 )。 

株 式 会 社 いわ で 銀河 農園 が 農林 水産 
省 補助 金 を 利用 し 、 ト マト の 高度 環境 制御 栽培 施設 (大 規 
模 な ハウ ス 施設 ) の 整備 を 行っ た (平成 31 年 3 月 完成 )。 





i 土地 区 画 整 理事 業 

地権 者 に よる 土地 利用 意向 に つい て は 、 全 体面 積 に 対す 
る 利用 率 ( 予 定 含 む ) が 令 和 元 年 9 月 末 現 在 で 79% と な っ て 
お り 、 活 用 未定 と な っ て いる 土地 ( 約 4.4 ヘ クタ ー ル ) の 利用 
促進 が 課題 と な っ て いる 。 
i 被災 跡地 の 利 活用 


被災 跡地 の 利 活用 を 図る た め 、 企 業 誘 致 等 を 促進 する 必 


要 が ある 。 
また 、 土 地の利 活用 が 円 滑 に 進む よう 、 防 災 集 団 移転 促進 事 
業 に より 買い 取っ た 土地 (移転 元 地 ) 等 の 集約 が 必要 で ある 。 


i その 他 全 般 


復興 載 要 に より 底上げ され た 本 市 の 経済 状況 を 、 復 興 事 
業 が 収束 する 中 で いか に 謀 災 前 より 高い レベ ル に 軟着陸 させ 
る か が 課題 で ある 。 

また 、 心 の 健康 づく り 、 心 の 復興 支援 な ど 被災 者 へ の 支援 
に つい て は 、 今 後 も 継続 する 必要 が ある 。 
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被災 状況 及び 復興 の 取組 の 概要 


被災 状況 

本 市 に お いて は 、 最 大 波高 9.3m の 津波 が 襲い 722.1ha が 
浸水 し た 。 こ の 大 岩 災 津波 に よる 死者 数 は 1.064 人 (行方 不明 
者 152 人 、 関 連 死 認 定 者 数 106 人 を 含む ) で あっ た 。 市 内 へ の 避 
難 者 数 の ピー ク は 平成 23(2011) 年 3 月 17 日 の 9.883 人 で 、 内 
陸 部 へ の 避難 者 数 は 平成 23 年 5 月 9 日 の 633 人 で あっ た 。 

家屋 被害 は 、 住 家 数 16.182 戸 の うち 29.1%、4,704 戸 が 被 
災 し 、 そ の 内 訳 は 、 全 壊 2.957 戸 、 大 規模 半壊 395 戸 、 半 壊 304 
戸 、 一 部 損壊 1.048 戸 で あっ た 。 

被災 事業 所 数 は 、 全 2.396 事 業 所 の うち 57.7%、1.382 事 業 
所 に も 上 り 、 市 内 3 漁協 の 漁船 数 1.734 隻 の うち 97.6%、1.692 
隻 が 被災 し た 。 
復興 まち づく り 基 本 計画 

東日本 大 岩 災 に よる 被災 地域 の 早期 復興 と 新しい まち づく り に 向 
け 、 市 の 内 部 に お ける 「 釜 石 市 復興 推進 本 部 会 議 ]、 学 識 経験 者 に よる 
「 復 興 デ ィ レ クタ ー 会 議 」、 総 合 振興 審議 会 委員 や 関係 行政 機関 、 各 
種 団体 の 代表 ら に よる | 釜石 市 復興 まち づく り 委 員 会 ]、 被 災 地 区 住民 
と の 協議 体 で ある 「 復興 まち づく り 懇 談 会 ]、 市 議会 議員 に よる | 釜石 市 
議 東日本 大 岩 災 復興 対策 特別 委員 会 ] な ど を 組織 し 、 そ れ ぞ れ の 中 で 
「 ま ち づ く り の ビジ ョ ン 」 と 、 こ れ を 具体 化す る た め の 「 施 策 」 を 協議 * 検 討 
し て 「 釜石 市 復興 まち づく り 基 本 計画 ] を 平成 23 年 12 月 に 策定 し た 。 

平成 23 年 度 か ら の 10 年 間 を 計画 期間 と し 、 平 成 2 年度 か ら 525 
(2013) 年 度 まで を 前 期 、26(2014) 年 度 か ら 28(2016) 年 度 まで を 
中 期 、29(2017) 年 度 か ら 32(2020) 年 度 ( 令 和 2 年 度 ) ま で を 後期 
と 位置 づけ 、 計 画 し た 施策 や 事業 を 段階 的 に 展開 し て いる 。 

また 、 事 業 の 実施 に 際 し て は 、 被 災 し た 地域 を 21 の 地域 に 区 分 し 、 
それ ぞ れ に 地区 住民 や 土地 地権 者 、 地 域 事業 者 ら に よる 復興 まち 
づく り 協 議会 及び 地権 者 連絡 会 を 組織 し 、 復 興 事 業 の 全て に お い 
て 市 と 関係 者 の 合意 形成 の 下 で 実施 し て きた 。 
復興 の 進捗 状況 

宅地 整備 に つい て は 平成 30(2018) 年 度 未 で 全 区 画 の 整備 が 完了 し 、 
復興 公営 住宅 に つい て も 平成 30 年 12 朋 に 全 1.316 戸 が 完成 し て いる 。 

仮設 住宅 の 入居 戸数 は 、 平 成 30 年 度 末 189 戸 と 、 平 成 23 年 
11 月 の ピー ク 時 (2.845 戸 ) か ら の 6.6%% と な っ て いる 。 

被災 事業 者 の 1.035 事 業者 (半壊 以上 ) に つい て は 平成 31 
(2019) 年 3 月 で 60% が 本 格 再建 済み と な っ て いる 。 ま た 、 水 産業 
の 拠点 と な る 新 魚 市 場 整 備 と 大 型 漁 船 に も 対応 し た 製氷 施設 
の 整備 を 進め 、 平 成 29 年 度 か ら 供用 を 開始 し て いる 。 

釜石 港 に お いて は 、 津 波多 重 防護 の 核 と な る 釜石 港湾 口 防 
波 堤 復旧 工事 が 平成 0 年度 末 に 完了 し た ほか 、 平 成 29 年 9 月 
の ガン トリ ー ク レー ン 供 用 開始 や 平成 29 年 11 月 の 外 劉 コン テ ナ 
定期 航路 開設 な ど 、 国 際 貿 易 拠 点 化 が 進ん で いる 。 

令 和 元 年 月 に は 、 復 興 を 加速 し 、 希 望 の 創造 と 未来 の 可能 性 を 追 水 
する も の と な る 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019W が 釜石 に お いて 開催 され た 。 





等 






沿岸 市 町 村 の 取組 上 還 還 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 


主 な 取組 事例 





i 生活 基盤 を 活か し な が ら の 復興 事業 


当 市 に お ける 復興 事業 は 、 被 炎 さ れ た 方 々 を 含む 住民 や 復 
興 事 業 の 現場 で 働く 方 々 の 生活 の 安定 な ど 経 済 活動 の 持続 
に も 配慮 し な が ら 、 多 く の 地域 で 道路 や 電気 、 水 道 な ど 生 活 イ ン 
フラ を 生か し た まま で 基盤 整備 を 実施 し た 。 一 方 、 こ うし た 状況 か 
ら 仮設 工 の 必要 性 も 多く 、 当 初 の 事業 計画 に 対し 大 幅 な 遅延 
要因 の ひと つと な っ た 。 

この よう に 生活 イン フラ を 生か し な が ら の 整備 を 要 し た 代表 と 
し て 東部 地区 が ある が 、 当 該 地区 は 、 当 市 中 心 市 街 地 で あり 、 
今 次 災害 に お いて は 経済 的 損失 が 最も 大 きか っ た 地区 で あ 
る 。 安 全 安 心 な まち づく り を 行う た め に は 、 大 規模 な 再開 発 を 要 
する 地区 で あっ た が 、 当 該 地 区 機能 の 代替 えと な る 地域 の 確 
保 が 困難 で あっ た こと と 、 当 該 地 域 の 活動 停滞 が 与え る 当 市 
経済 全体 へ の 影響 を 考慮 し 、 現 況 の 局所 的 な 改変 に よる 最小 
限度 の 基盤 整備 と 条例 に よる 制限 を 組み 合わ せ 、 可 能 な 限り 
早期 に 経済 活動 を 再開 で きる 状態 で の 復興 まち づく り を 実施 し 
た 地区 で ある 。 現 在 、 住 宅 エ リア を 地盤 の や や 高い と ころ へ 集 
約 し 、 復 興 公営 住宅 を 多く 配置 し つつ 、 市 民 ホ ー ル な ど 集 客 施 
設 な ど を 集約 し た ゾー ン (FP1 ) や 主要 産業 で ある 漁業 の 活性 
化 を 図る た め の 観 光 交 流 施設 (FP3) を 整備 する な ど 効 率 的 か 
つ 機 能 的 な 土地 利用 を 図っ て いる 。 

また 、 港 滴 労 働 者 な どの 安全 を 確保 する た め 津 波 減衰 機能 
も 期待 され る 避難 路 ( グ リー ン ベ ル ト ) も 併せ て 整備 し て いる 。 





多 石 市 民 ホ ー ル TETTO 


i 医療 機関 の 初動 対応 


市 内 医療 機関 の 多く が 被災 し 、 傷 病 者 の 処置 や 慢性 期 串 
者 へ の 対応 な ど 医 療 関連 課題 も 数 多く 発生 し た 。 そ うし た 中 、 
阪神 淡路 大 震 災 を 契機 に 組織 され た DMAT を 初め と し て 、 そ の 
後 も 中 長期 に わた り 派遣 され た 日 本 赤十字 社 、 自 衛 隊 、 各 県 医 
師 会 な どの 災害 派遣 医療 チー ム が それ ぞ れ 活動 され た と ころ で 
ある が 、 当 初 は 、 各 チー ム 間 の 情報 共有 や 行政 組織 が 持つ 各 
種 情報 提供 で きる 仕組 み が な く 、 役 割 分 担 も な され ず 、 避 難 
所 で 複数 の 医療 チー ム が バッ ティ ング する な ど 十 分 な 機能 を 果 
た せな か っ た 。 そ こ で 、 情 報 収 集 と 提供 、 役 割 分 担 と 調整 、 釜 石 


薬剤 師 会 に よる 薬剤 提供 な ど 組織 的 に 活動 を 支援 する た め 、 
釜石 医師 会 が 音頭 を 取り 、 行 政 組織 で ある 釜石 市 災害 対策 
本 部 内 の 保健 医療 班 と し て 各 医 療 チ ー ム の 調整 を 図る こと で 
機能 的 な 災害 医療 体制 を 構築 し 対応 に あたっ た 。 


i ご 遺体 へ の 対応 


発 災 直 後 、 自 衛 隊 を は じ め 、 兵 庫 県 警 み を ど が いち 早く 当 市 に 
駆け つけ られ 、 ご 遺体 の 捜索 を は じ め 治安 維持 に 努め て いた だ 
いた 。 こ の 結果 、 被 災 地 域 で 多数 の ご 遺体 が 発見 され 、 収 容 、 
検視 、 身 元 確認 、 安 置 、 ご 遺族 へ の 引渡 し 、 火 葬 な ど 早 急 な 対 
応 を 要 し た 。 

当 市 で は 最終 的 に 市 内 4 か 所 に 安置 所 を 設け 、 市 職員 を は 
じ め 自 衛 隊 、 国 土 交通 省 、 岩 手 県 、 全 国 の 警察 関係 者 、 医 師 
会 、 歯 科 医師 会 、 民 間 葬 祭 業 者 釜石 市 消防 団 、 市 民 ボ ラン 
ティ ア な ど 多 数 の 方 々 の ご 尽力 に より 対応 する こと が で きた 。 ま 
た 、 ご 家族 な ど が 安置 所 間 を 移動 する た め の 無 料 シ ャ トル バス 
を 運行 し た 。 市 内 火葬 場 も 被災 し た た め 、 一 時 は 土葬 も 検討 し 
た が 、 県 内 外 の 自治 体 の 協力 を 得 て 火 葬 す る こと が で きた 。 こ 
の 際 、 火 葬 場 ま で の 移動 に つい て も 大 き な 課 題 と な っ た が 、 消 
防 団 の 皆様 の 支援 も あり 実施 する こと が で きた 。 


教訓 ・ 提 言 


i 釜石 の 出来 事 


三陸 沿岸 は 、 古 く か ら 津 波 被害 が 繰り 返さ れ て きた 地 で あ 
る 。 こ の こと か ら 、 東 日 本 大 震 災 以 前 の 平成 18(2006) 年 か 
らい の ち を 守る た め の 備え の 防災 教育 が 進め られ て きた 。 | 想 
定 に と ら わ れる な 」 、「 そ の 状況 下 に お いて 最善 を 尽く せ 」 、「 率 
先 避難 者 た れ 」 を [津波 か ら 命 を 守る 避難 三原 則 ] と し て 掲げ 
取り 組み を 行っ て きた 結果 、 市 内 14 の 小 中 学 校 に 在籍 し て い 
た 2,926 名 の 児童 生徒 の うち 99.8% が 津波 か ら 身 を 守る こと 
が で きた だ 。 

た だ 多く の 命 が 守 られ た 一 方 で 、 学 校 を 休ん で いた り 、 避 難 
途中 で 保護 者 に 引き 渡さ れ た 子供 た ちや 最後 まで 学校 に 残っ 
た 学校 職員 の 貴 い 命 が 失 われ る な ど 悲 劇 も 生ま れ て お り 、 今 
後 は こう し た 防災 教育 を 家族 や 学校 、 地 域 の みん な で と も に 
深め て いく 必要 が ある 。 





今後 に 限ら ず 、 被 災 者 の 経済 的 負担 が 、 復 興 器 要 に 伴う 
資材 や 労務 単価 の 高騰 な ど に より 多く な っ て いる 。 復興 基盤 
整備 が 完了 し 、 こ れ か ら 住宅 建築 な ど に 着手 され る 方 も 少な 
く な い 中 で は 引き 続き 補助 金 な どの 手当 が 必要 で ある 。 ま た 、 
新た な 生活 の 場 が 確保 され た 以降 の 事象 で 特に 市 街 地 部 
の 復興 公営 住宅 に お ける コミ ュ ニ ティ の 形成 や 引き こも り 対 
策 、 心 の ケア な ど 個 々 の ケー ス に あわ せ て 長期 に わた る 配慮 
が 必要 な 課題 も 現れ て いる 。 

市 と し て は 、 国 、 県 や 関係 機関 と 連携 し な が ら こ れ ま で 同様 
被災 者 に 寄り 添い な が ら 対 策 を 講じ て いき た いと 考え て いる 。 





上 失 人 居 地区 防災 セン ター 


東日本 大 岩 災 で は 多く の 住民 が 犠牲 に な っ た が 、 な か で も 
鵜 住居 地区 防災 セン ター で は 160 名 以上 の 方 々 が 命 を 落と 
し た 。 調査 報 告 書 で は 、「 防 災 セ ンタ ー」 の 呼称 や 避難 訓練 
時 の 使用 に より 1 次 避難 場所 で ある と の 誤っ た 認識 を 生ん だ 
こと 、 避 難 場所 等 の 区 分 が 不明 瞭 で あっ た こと 、 市 が 危機 管 
理 体制 の 見 直し を 行わ な か か っ た こと 、 津 波 浸水 予測 が 不 十分 
で あっ た こと な ど が 悲劇 を 生ん だ 要因 と し て いる 。 こ うし た 教訓 
を 生か し 、 二 度 と 同じ 悲劇 を 繰り 返さ な いた め に 、 | 備え る 」 ( 災 
害 は 、 と き と 場所 を 選ば な い 。 避難 訓練 が 命 を 守る 。)、「 逃 げ 
る ] ( 何 度 で も 、 ひ と り で も 、 安 全 な 場所 に いち は や く 。 そ の 勇気 
は 、 ほ か の 命 も 救う 。 ) 、「 戻 ら な い 」 (一 度 逃 げた ら 戻 ら な い 、 戻 
ら せ な い 。 そ の 決断 が 命 を つなぐ 。 ) 、「 語 り 継ぐ ] (子ども た ち に 
自然 と 共に 在 る すべ て の 人 に 、 災 害 か ら 学 ん だ 生き 抜く 知恵 
を 語り 継ぐ 。) を 後世 に 継承 する 市 民 総 意 の 落 い と し て 釜石 
市 防災 市 民 憲章 を 制定 し た 。 
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i 被災 状況 及び 復興 の 取組 の 概要 


被災 状況 

大 構 川 と 小 鑑 川 に 挟ま れ 、 海 に 面 し た 扇状 地 が 広がる 低 
地 に 町 が 形成 され て きた 地理 的 な 特性 も あり 、 今 回 の 津波 
に より 市 街 地 の 52% の 面積 が 浸水 し た 。 ま た 、 海 か ら 襲 来 し 
た 津波 の ほか 、 前 記 の 両 河川 を 津波 が 遡 上 する こと に より 
発生 する 河川 津波 に よる 内 陸 部 の 被害 が 大 きか っ た こと も 
特徴 と し て 挙げ られ る 。 

津波 に よる 家屋 流失 は 3.350 棟 に 及び 、 被 災 し た 家屋 は 
全壊 や 半壊 を 含め る と 4,375 棟 で 全 棟 数 の 68.2% に 上 る 。 
さら に 、 津 波 の 直後 、 火 の つい た が れき が 山際 に 押し 寄せ 、 
大 規模 な 津波 火災 が 発生 。 山林 に 延焼 し た ほか 、 市街地 で 
プロ パン ガス ボン べ や 車両 に 引火 し て 爆発 と 炎上 を 繰り 返 
し 、 津 波 の 被害 は 受け た も の の か ろう じ て 残 っ て いた 建物 も 
焼失 し た 。 

人 的 被害 は 当時 の 人 口 の 16.058 人 の うち 、 岩 災 関 連 
死 を 含め る と 1.286 人 、 率 に し て 7.7% に 当たる 方 々 が 亡 く 
な っ た 。 

また 、 地 震 、 津 波 に よる 直接 的 な 被害 の ほか 、 東 京 電 
福島 第 一 原子 力 発電 所 事故 の 影響 に より 町 の 特産 品 で あ 
る 原木 シイ タケ の ほ だ 木 や 牧草 か ら 国 の 基準 値 を 超え る 放 
射線 が 検出 され 、 出 荷 が 制限 され る な ど 、 生 産 者 に と っ て 大 
き な ダ メー ジ と な っ た 。 
これ まで の 復興 の 取組 状況 

岩 災 被害 が 非常 に 甚大 だ っ た こと や 、 役 場 庁舎 も 全壊 し 
た 中 で 、 生 活 の 根幹 で ある 住居 の 確保 や それ に 伴う 道路 や 
ライ フラ イン の 早期 復旧 、 産 業 再生 を 同時 進行 させ る と と も 
に 、 ス ピー ド 感 の ある 対応 が 求め られ た 。 

全て の ハー ド 整 備 の 基礎 と な る 面 整備 は 、 本 来 で あれ ば 
年 単位 の 期間 を 要する 都市 計画 決定 の 手続 き を タイ ト な 日 
程 で 進め る 必要 に 人 迫 ら れ て いた こと か ら 、 業 務 経 験 の 豊富 な 
他 県 か ら の 派遣 職員 の 尽力 に より 進め られ た 。 


岩 災 直後 の 町 の 様子 
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当 町 の 東日本 大 震 災 記録 誌 の 作成 で は 、 復 興 に 携わる 
住民 の 方 々 に スポ ッ ト ラ イト を 当て 、 こ の 町 で 生き て いく 皆 さ 
ん の 生 の 声 を 伝え る イン タビ ュー 企画 の 取材 活動 を 大 横 高 
校 復興 研究 会 の 生徒 た ち に 担っ て いた だ く な ど 、 町 民 と 協同 
で 作業 を 進め た 。 

岩 災 伝承 は 記録 誌 の ほか 、 身 元 不明 者 の 遺骨 を 安置 す 
る 納骨 堂 と 現在 計画 中 の | 鎮魂 の 森 ] な どの ハー ド 面 と 、 大 
稲 町 文化 交流 セン ター で の 展示 や 映像 な ど を 活用 し た 日 常 
的 に 謀 災 や 復興 を 学ぶ こと が で きる 体制 が 整い つつ ある 。 ま 
た 、 平 成 29(2017) 年 に は 、「 大植 町 震 災 アー カイ ブシ ステ 
ムー つむぎ | の 運用 を 開始 し た 。 

教育 分 野 で は 、 岩 災 以 前 か ら 構想 の あっ た 「 小 中 一 貫 教 
育 ] の 実践 の 場 と し て 、 義 務 教 育 の 9 年 間 を 通し て 継続 的 ・ 
系 統 的 に 学習 で きる 「 大 植 学 園 ]」「 吉 里 吉里 学園 ]」 の 2 校 を 
開設 し た 。 ま た 、 地 域 で 子ども を 育て る コミ ュ ニ ティ スク ー ル の 
体制 を 確立 し 、 放 課 後 の 学 び の 場 や 居場所 を 学校 外 で 充 
実 させ る 取り 組み を 推進 し て いる 。 同 時 に 、 地 域 の 歴史 ・ 文 
化 を 学び 、 郷 土 愛 を 育む 「 ふ る さと 科 」 を 特設 し 、 全 学年 を 対 
象 に 教え て いる 。 こ れ ら の 取り 組み は 全国 的 に も 注目 され 、 
平成 30(2018) 年 11 月 に 開催 され た 「 小 中 一 貫 教 育 全 国 
サミ ッ ト in お お つ ち 」 で は 、 ふ る さと 科 な どの 公開 授業 が 行わ 
れ た 。 

その 他 、 復 興 事 業 を 早期 に 軌道 に 乗せ る こと や 行政 で カ 
バー し 切れ な い 分 野 の 事業 を 推進 する た め 、「 復興 まち づく 
り 大 植 株 式 会 社 ] が 平成 25(2013) 年 に 設立 され た 。 





小 中 一 貫 校 [大植 学園 ] 





市 街 地 の 52% が 浸水 し た 大 構 町 で は 、 速 や か に 仮設 住 
宅 を 建築 し 、 被 災 者 の 方 々 が 一 日 も 早く 避難 所 か ら 出 て 仮 
設 住宅 に 入居 し て いた だ く こ と を 最 優先 と し な けれ ば な ら ず 、 
入居 後 の コ ミュ ニテ ィ 形 成 が どう し て も 後回し に な ら ざ る を 得 
な か っ た 。 ま た 、 そ れ に 関わ る 職員 配置 も 被災 当初 の 復旧 期 
は 、 ハ ー ド 面 の 復旧 を 最 優先 に 進め る 必要 が ある た め 、 限 定 
的 な 対応 と な っ た 。 

被災 当初 、 全 国 各地 か ら 支 援 物資 が 届け られ 、 避 難所 や 
仮設 住宅 で の 生活 に 活用 され た 。 大 量 の 物資 を 保管 、 管 理 
する 場所 や 人 上 員 の 確保 が まま な ら な か っ た こと は 課題 と し て 
挙げ られ る 。 ま た 、 避 難所 以外 で 親戚 や 知り 合い の 家 に 身 を 
寄せ る 方 も 多く いた こと か ら 、 そ れ ら の 方 々 へ の 物資 の 分 配 
を いか に スム ー ズ に 行う の か も 同様 に 課題 で ある 。 

また 、 仮 設 住宅 退 居 か ら の 自宅 再建 に 当たり 、 そ の 基礎 と 
な る 区 画 整 理 や 防災 集団 移転 な どの 面 整備 を 早急 に 進め 
る 必要 が ある が 、 数 年 単位 で 期間 が か か る こと も あり 、 中 に 
は 区 画 整理 地内 に 土地 を 所 有 し て いる 方 が 被災 し て いな い 
内 陸 部 へ 移転 する ケー ス も 見 受け られ た 。 区画 整理 で は 、 


所 有 者 が 複数 名 いる 土地 や 不明 な 箇所 も あり 、 事 業 を 進め 
る 上 で 障害 と な っ た 。 小 規模 な 自治 体 で ある 当 町 は 、 も と も 
と 職員 数 が 少な か っ た こと に 加え 、 区 画 整理 や ハー ド 面 の 
復旧 な ど 専 門 的 な 知識 を 持っ た 職員 が 不足 し て いた こと も あ 
り 、 全 国 か ら 多く の 応援 職員 に 支援 を 中 き 、 現 在 も 継続 し て 
いる 。 被 災 当 初 は 町 の ニー ズ と 派遣 され る 職員 の 適性 と の 
間 に ギ ャ ッ プ が 生じ る こと も あっ た 。 


教訓 ・ 提 言 





大 植 町 で は 、 岩 災 か ら の 復興 で 「 住 民 が 主体 と な っ た まち 
づく り 」 を 進め な が ら 、 町 民 か ら 様 々 な 声 を 聞く こと が で きた 。 

中 で も 、 町 で 住民 の 意見 を 聞く 機会 と し て 「 地 域 復興 協議 
会 | を 各地 域 で 開催 し て きた が 、 こ れ か ら の まち づく り を 担う 
若い 世代 の 参加 が 少な いこ と が 大 き な 課 題 で あっ た 。 いか に 
し て 若い 世代 の 意見 を 取り 入れ る か 、 聞 く 機 会 を 設け る の か 
を し っ か り と 考え る 必要 が ある 。 ま た 、 町 民 の 意見 を くみ 上 げ 
る に は 、 ど の よう な 意見 で も 反論 せ ず に 聞く と いう 姿勢 が 大 
切 で ある 。 人 口 1 万 人 の 小 規 模 な 町 で は ある が 、 地 域 に より 
まち づく り の 意見 は 異な る 。 例え ば 、 防 潮 堤 の 高 さ ー つ を と っ 
て も 、 あ る 地域 で は 、 安 全 を 最 優先 に し て ほし いと いう 声 の 一 
方 、 海 が 見 える 高 さ に する べき だ と 意見 が 分 か れる こと も あ 
る 。 こ の よう な 意見 を 、 個 人 単位 で も 少数 意見 を し っ か り と 聞 
く 姿勢 が 自由 な 発言 を 促す も の と な る 。 

また 、 農 災 前 か ら 地 域 の 連携 が 強い 地区 で は 、 避 難所 運 
営 や 支援 物資 の 分 配 な ど を 行政 に 頼ら ず に 自助 共助 で 対応 
し た 所 も ある 。 ま た 、 地 区 で 独自 に 避難 経路 等 の 検討 を し て 
いた 自治 会 ちあ る こと か ら 、 日 頃 か ら 地 域 の 結び つき と 災害 
時 の 自助 公 助 に つい て の 検討 や シシ ミュ レー ショ ン を し て お く こ 





と が 重要 と な る 。 


大 構 町 は 、 津 波 に より 役場 庁舎 が 被災 、 全 壊し 、 機 能 不 
全 に 陥っ た た め 、 日 頃 か ら 外 部 と の 連絡 が 可能 な 手段 を 備え 
て お く こ と の 重要 性 が 認識 され た 。 特 に も 人 命 に 関わ る 医療 
機関 と の 間 で 、 受 け 入 れ 態 勢 や 連携 、 連 絡 体 制 を 構築 し て 
お くべ き で ある 。 





町 の 中 心地 町 方 地区 
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第 3 章 治 岸 市 町 村 及 び 関 係 団体 ・ 企 業 等 の 取組 





被災 状況 及び 復興 の 取組 の 概要 


被災 状況 

平成 23(2011) 年 3 月 11 日 14 時 46 分 に 発生 し た 地震 
に より 、 当 町 は 震度 5 強 を 記録 し た 。 その 後 襲来 し た 津波 で 
は 、7m か ら 19m の 高 さ まで 浸水 し た 。 ま た 、 中 心 市 街 地 を は 
じ め と する 町 内 の 各地 で 火災 が 発生 し 、 津 波 浸 水 区 域外 の 
家屋 も 被災 し た 。 

家屋 の 被害 は 津波 、 火 災 に よる も の が 多く 、 約 3.000 棟 の 
家屋 が 全壊 又は 大 規模 半壊 と な っ た 。 人 的 被害 は 、 死 者 ・ 行 
方 不明 者 合わ せ て 800 人 を 超え て お り 、 平 成 23 年 3 月 1 日 時 
点 の 人 口 の 4% 強 が 犠牲 と な っ た 。 

ライ フラ イン も 甚大 な 被害 を 受け 、 国 道 や 町 内 の 幹線 道路 
は ガレ キ に より 寸断 し 3 月 下旬 に 全線 開通 、 電 気 ・ 電 話 は 町 内 
全域 不通 と な り 4 月 に 復旧 、 水 道 ・ 下 水道 は ほとん どの 地区 で 
供給 ・ 処 理 が 停止 し 5 月 に 復旧 し た 。 
復興 の 取組 状況 の 概要 

平成 23 年 12 月 、「 二 度 と 津波 に よる 犠牲 者 を 出さ な い ] 
を 基本 理念 と し て 「 山 田町 復興 計画 ] を 策定 し た 。 防 災 集 
団 移転 整備 事業 、 都 市 再生 区 画 整理 事業 、 漁 業 集落 防災 
機能 強化 事業 、 災 害 公営 住宅 整備 事業 な ど を 導入 し 、「 コ 
ン パ クト な まち づく り 」 を コン セプト に 各種 復興 事業 を 推進 し 、 
平成 31 (2019) 年 2 月 、 区 画 整 理事 業 に よる 副 上 げ 地 の 
宅地 完成 を も っ て 「 住 まい の 再建 ] に 係る 基盤 整備 を お お む 
ね 完了 し た 。 


ーー 





sc 電 記 。 ーー ーーー 
津波 復興 拠点 整備 事業 (中 心 市 街 地 エリ ア ) 
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主 な 取組 事例 





で 介 員 事業 推進 連絡 調整 会 議 


復興 事業 の 早期 完遂 を 図る 目的 で 、 学 識 経 験 者 、 復 興 庁 、 
国土 交通 省 、 農 林 水 産 省 、 岩 手 県 、 町 復興 担当 課 、UR 都 市 
機構 に よる 連絡 調整 会 議 を 組織 。 事 業 実施 上 の 課題 に つい 
て の 協議 や 調整 を 行っ た 。 こ れ に より 、 錯 線 す る 国 ・ 県 町 事業 
の 工程 調整 等 が 図ら れ 、 事 業 の 進捗 に 大 き な 貢 献 を 果たし た 。 


町 道 細 浦 ・ 柳 沢 線 及び 津波 復興 拠点 整備 事業 
(公共 防災 エリ ア ) 


東日本 大 震 災 に お いて 国道 45 号 が 冠水 し た こと で 、 山 田 
地区 中 心 部 が 孤立 し た 。 ま た 、 低 地 部 に あっ た 県 立山 田 病 
院 、 宮 古 警 察 署 山田 交番 (いずれ も 山田 地区 )、 山 田 消防 署 
(大 沢地 区 ) が 津波 の 被害 を 受け た こと で 、 町 の 防災 機能 に 
多大 な 影響 を も も た らし た 。 

この こと か ら 、「 命 の 道 ] で ある 三陸 縦貫 自動 車道 ・ 山 田 IC 
か ら 山田 地区 中 心 部 の 高 上 げ 地 区 後背 地 を 通り 織 笠 地区 ま 
で 結ぶ 、 国 道 45 号 の 代替 道路 と な る 町 道 細 浦 ・ 柳 沢 線 を 整備 
し た 。 ま た この 新た な 交通 ネッ トワ ー ク と 合わ せ て 、 本 線 に 隣接 す 
る 山田 地区 の 高台 に 公共 防災 エリ ア と し て 前 述 の 公共 施設 を 
集約 し 、 発 災 時 に お ける 避難 ・ 災 害 復旧 の 拠点 を 整備 し た 。 


町 道長 林 ・ 大 浦 線 


船越 半島 の 付け 根 に ある 浦 の 浜 地区 で は 、 船 越 湾 ・ 山 田 湾 
の 海水 が 防潮 堤 を 越え て 衝突 し 、 同 半島 が 孤立 し た こと に 鑑 
み 、 幹 線 道路 を 低地 部 か ら 新た な 防潮 堤 の 机上 部 に 移設 し 
た 。 本 道路 は 、L1 津 波 に 対し て は 寸断 され ず 、L2 津 波 に 対し て 
は 越 水 し て も 道路 啓 開 の 負担 を 減ら すこ と で 、 船 越 半 島 の 孤立 
を 防ぐ 、 ま た は 極め て 短期 間 と する こと を 目的 と し て いる 。 


上 津波 復興 拠点 整備 事業 
(中 心 市 街 地 エリ ア ) 


津波 火災 に より 大 規模 な 被害 を 受け た 山田 地区 中 心 部 
は 、 岩 災 前 は 公共 施設 、 金 融 機関 が 市 街 地 内 に 散在 し 、 ま た 
か つて は 活気 ある 商店 街 も 廃業 店 舗 が 多く 、 閑 散 と し て いる 
状況 で あっ た 。 

この こと か ら 、 農 災 か ら の 復興 に 際 し 「 ま ちな か 再生 計画 ] を 
策定 し 、 陸 中 山田 駅 周辺 を 「 ま ちな が 再生 区 域 」 と し て 設定 。 
公共 施設 (図書 館 機能 、 ま ちな か 交流 セン ター)、 金 融 機関 、 商 
店 、 公 園 を 集約 整備 し た 。 こ の 中 心 市 街 地 エ リア は 、 災 害 時 に 
は 物資 供給 施設 と な り 、 平 常時 に は に ぎわ い の 中 心 と な る 。 





目 防災 集団 移転 促進 事業 で 買収 し た 
移転 元 地の利 活用 


移転 元 地 に つい て は 、 農 災 前 は 地形 の 制約 や 交通 イン フ 
ラ 上 、 産 業 用 地 と し て は 不利 な 場所 で 住家 や 田畑 が 存在 し 
て いた 地域 が ほとん ど で あ る 。 防 集 事 業 で 買収 し た 移転 元 地 
の 利 活用 に つい て は 、 国 か ら 強 く 推進 され て いる と ころ で ある 
が 、 前 述 の と お り 産 業 用 地 と し て は 不利 な 場所 で ある こと か 
ら 、 企 業 等 へ 売り 込む に も 最低 で も 事前 に 産業 用 地 と し て 道 
路 、 上 下水 道 の イ ン フラ 整備 が 必要 不可 欠 と な っ て いる 。 し か 
し な が ら 、 復 興 交付 金 を 活用 し 産業 用 地 整 備 を 行う た め に は 
企業 等 の 立地 見 込み が 絶対 条件 と され て お り 、 利 活用 の 推 
進 を 図る こと が 困難 な 状況 で ある 。 

加え て 、 移 転 元 地 は 防潮 堤 や 水門 の 災害 復旧 事業 地 に 
隣接 し て お り 、 広 大 な 土地 が 資材 置場 と し て 使用 され る こと か 
ら 、 具 体 的 に 利 活用 を 図る の が 国 の 復興 期間 後 と な っ て し ま 
う 。 こ の た め 、 復 興 交付 金 を 活用 する こと が で きず 、 町 の 単独 
財源 だ け で は イン フラ 整備 が 困難 で ある 。 


課題 


上 新た に 造成 され た 
団地 に お ける コミ ュ ニ ティ 形成 


震 災 前 に 築 か れ て いた 各地 区 の コミ ュ ニ ティ が 、 新 た に 造成 
され た 各 住 宅 団 地 に 散り 散り こ な っ た こと 、 ま た 地区 で まとまっ 
て 移転 し た 場合 で も 、 隣 近所 の 住民 が 変わ る こと で まとまり が 
弱まり 、 自 治 会 を は じ め と し た コミ ュ ニ ティ 組織 が 結成 され に くい 
状態 が 多く 見 られ る 。 町 で は コミ ュ ニ ティ 形成 支援 を 行い な が ら 
住民 に よる 自発 的 な 組織 形成 を 促し て いる 状況 で ある 。 





自治 会 設立 準備 委員 会 の 様子 


教訓 提言 





上 住居 移転 に 係る 
細やか な 意向 調査 


当 町 で は 、 防 災 集 団 移転 促進 事業 や 災害 公営 住宅 整 
備 事業 の 実施 に あたり 、 被 災 者 の 意向 調査 を 実施 し 、 整 備 
戸数 を 決め て いる 。 

被災 者 の ニー ズ は 、 時 間 の 経過 と と も に 「 高 台 で 再建 し た 
い 」 と いう 声 か ら 「 便 の 良い 場所 で 再建 し た い 」 に 変化 し 、 ま 
た 再建 方 法 も | 自力 再建 を 希望 し て いた が 災害 公営 住宅 に 
入居 し た い 」 | 災害 公営 住宅 入居 希望 で あっ た が 自力 再建 
し た い 」 な ど 変 化す る こと か ら 、 当 町 で は 問 度 の 高い 意向 調 
査 を 実施 し 、 そ の 都度 計画 に 反映 させ て きた 。 こ れ に より 災 
害 公 営 住 宅 の 空き 戸数 の 発生 を 抑え 、 将 来 に わた る 維持 
経費 を 抑え る こと に つなが っ た 。 


i 国土 調査 事業 の 早期 完了 


当 町 で は 、 東 日 本 大 震 災 発 災 の 時 点 で 国土 調査 が 完了 
し て お ら ず 、 復 興 事業 を 進め る うえ で 支障 と な っ た 。 特 に 整 
備 規 模 の 大 き な 山 田地 区 で は 、 境 界 を 確定 する た め の 作業 
に 多大 な 時 間 を 費やし た 。 ま た 、 高 台 住 宅 団地 の 整備 に 際 
し て 主 に 山林 所 有 者 の 相続 登記 が 行わ れ て いな い 事 例 が 
多く あり 、 権 利 者 の 特定 、 用 地 交 渉 に 時 間 を 要 し た こと か ら 、 
面 整備 事業 の 実施 が 遅れ る 一 因 と な っ た 。 
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被災 状況 及び 復興 の 取組 の 概要 


被災 状況 

平成 23(2011) 年 3 月 1 1 日 14 時 46 分 、 三 陸 沖 を 震源 と し 
て 発生 し た 「 東 北 地方 太平 洋 沖 地震 」 は 、 観 測 史 上 国内 最 
大 と な る マグ ニチ ュー ド 9.0 を 記録 。 本 市 で は 、 市 内 全域 に わた 
り 震 度 5 強 か ら 5 弱 の 非常 に 強い 揺れ を 観測 。 津 波 の 最大 波 
は 8.5m 以 上 (気象 庁 発表 ) を 記録 、 さ ら に 、 津 波 浸水 域 は 10 
kW に も 達し 、 建 物 用 地 ・ 幹 線 交通 用 地 の 21% が 浸水 し た ほ 
か 、 重 茂 姉 吉 地 区 で は 、 津 波 遡 上 高 40.5m( 東 北 地方 太平 
洋 沖 地 震 津 波 合同 調査 グル ー プ 調べ ) を 記録 する な ど 、 津 波 
の 猛威 に さら され た 。 

この 巨大 な 津波 は 、 明 治 29(1896) 年 、 昭 和 8(1933) 年 
の 三陸 地震 津波 、 昭 和 35(1960) 年 の チリ 地震 津波 を 遥か 
に 凌ぐ 大 規模 な も の と な り 、 多 く の 尊 い 命 や 貴重 な 財産 を 春 
い 去 っ た 。 死者 517 人 (行方 不明 者 94 人 を 含む ) 、 住 家 被 害 
は 、 全 壊 ・ 大 規模 半壊 ・ 半 壊 ・ 一 部 損壊 を 合わ せ て 4,449 棟 。 
物 的 被害 額 は 2.457 億 円 ( 国 ・ 県 の 施設 、 鉄 道 、 電 信 電 話 、 
電気 事業 者 関係 等 の 被害 を 除く )、 志 災 程度 が 半壊 以上 の 
被災 世帯 は 4.582 世 帯 、11.979 人 ( 発 災 時 数 値 ) で あっ た 。 
復興 の 取組 状況 の 概要 

平成 23 年 6 月 、 復 興 に 向け た 取り 組み の 基本 的 な 考え と 
復興 の まち づく り を 推進 する た め の 「 宮 古市 岩 災 復興 基本 
方 針 ] を 定め 、 こ の 基本 方 針 を も と に 同年 10 月 に 宮古 市 東 
日 本 大 震 災 復興 計画 (基本 計画 ) を 策定 し た 。 さ ら に 、 平 成 24 
(2012) 年 3 月 に 宮古 市 東日本 大 震 災 復興 計画 (推進 計 
画 ) 及び 地区 復興 まち づく り 計 画 を 策定 し 、 具 体 的 な 復興 事 
業 の 取り 組み を 行っ た 。 

復興 計画 は 、 平 成 23 年 度 か ら 令 和 元 (2019) 年 度 ま で の 
9 年 間 と し 、3 カ 年 ご と に 「 復 旧 期 ]、「 再 生 期 ]、「 発展 期 ] と し 
て 位置 づけ た 。 重点 的 に 取り 組む べき 方 向 と し て 、「 すま いと 
暮らし の 再建 [産業 ・ 経 済 復 興 ] 「 安全 な 地域 づく り ] の 3 つ 
を 復興 の 柱 に 据え 、 復 興 に 向け た 取り 組み を 推進 し 、 ハ ー ド 事 
業 は お お むね 完了 し て いる 。 

被災 者 の 住宅 再建 場所 を 確保 する 取り 組み と し て 、 土 地 
区 画 整理 事業 (2 地区 410 戸 ) 、 防 災 集 団 移転 促進 事業 (5 
地区 262 戸 ) 、 漁 業 集落 防災 機能 強化 事業 (9 地区 32 戸 ) 、 
災害 公営 住宅 整備 事業 (25 団 地 766 戸 、 県 整備 分 を 含む ) 
を 実施 。 住 宅 再建 事業 と し て 、 宅 地 整 備 704 戸 、 災 害 公営 住 
宅 整備 766 戸 の 合計 1.470 戸 を 整備 し た 。 








i 地区 復興 まち づく り 
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主 な 取組 事例 


計画 


市 で は 、 復 興 ま ち づ くり 計画 の 策定 に あたっ て は 、 住 民 の 合意 形 
成 が 重要 で あり 、 そ の た め に は 計画 の 策定 に 住民 自ら 参画 し て いた 
だ く こと が 最も 効果 的 で ある と 考え 、 被 災 し た 33 地 区 に つい て 、 状 
況 に 応じ て 2 つの 方 法 に より 復興 まち づく り 計画 を まとめ た 。 

1 つ 目 が 自治 会 、 消 防 団 、PTA な どか ら 選 出さ れ た 住民 代表 を 構 
成 メ ン バ ー と し て 、 地 区 と し て の 計画 を 取り まとめ 、 市 長 に 対し て 提言 
し て いた だ く 「 検討 会 立ち 上 げ 型 ] で 、 被 災 戸 数 が 100 戸 以上 の 
10 地 区 で 実施 し た 。 も う 1 つが 住民 全員 を 対象 と する 意見 交換 会 
や 個別 の 意向 確認 を 行う | 全体 協議 型 ] で 、 被 災 戸 数 が 40 戸 未 
満 の 23 地 区 で 実施 し た 。 

「 検 討 会 立ち 上 げ 型 」 の 地区 か ら 市 長 に 対し て 提出 され た 提言 と 
「 全 体協 議 型 ] の 地区 で の 意見 交換 や 個別 の 意向 確認 で 示さ れ 
た ご 意向 等 を 可能 な 限り 尊重 し 、 市 が 行政 と し て の 検討 を 行い 「 地 
区 復興 まち づく り 計画 ] を まとめ た 。 


地域 防災 計画 の 見 直し 


東日本 大 岩 災 を 踏ま え 、 地 域 防災 計画 等 の 見 直し や 防災 体制 
の 強化 充実 の た め 、 市 職員 や 市 民 等 が どの よう に 対応 し た の か 、 
アン ケー ト 調 査 を 実施 し 、 そ の 結果 を 調査 分析 し て 課題 を 抽出 ・ 束 
理 し た 。 災 害 対応 行動 の 調査 分析 結果 に より 浮き 彫り と な っ た 課 
題 に 基づき 、 本 市 の 防災 ・ 減 災 に 向け た 取組 の 基本 計画 と な る 地 
域 防 災 計 画 の 見 直し を 行っ た 。 


時 中 心 市 街 地 拠点 施設 
「 イ ー ス トピ ア み や こ 」 の 整備 


東日本 大 震 災 で は 、 津 波 が 市 街 地 を 襲い 、 広 範囲 で 被害 を 受 
けた 。 市 役所 、 保 健 セ ンタ ー な どの 公共 施設 も 被災 し 、 電 気 、 水 道 、 
道路 、 通 信 等 の ライ フラ イン が 寸断 され 、 冠 水 に より 災害 対策 本 部 
(市 役所 庁舎 ) が 外部 と 遮断 孤立 し た 。 災 害 対策 の 初動 体制 に 
課題 を 残し た こと か ら 防 災 機 能 を 高め た 被災 地域 全体 の 復興 の 
拠点 と し て 、 市 民 交 流 セ ンタ ー、 市 本 庁舎 、 宮 古 保健 セン ター の 3 
つの 機能 を 持っ た 複合 施設 「 イ ー ス トピ ア み や こ 」 を 宮古 駅 の 隣接 
地 に 整備 する こと と し て 、 平 成 28(2016) 年 9 月 に 建設 工事 に 着 
手 、 平 成 30(2018) 年 7 月 に 完成 し 、 同 年 10 月 に 供用 開始 し た 。 

イー スト ピア みや こ は 、 広 い 市 域 を 公共 交通 で 結ぶ | コン パク ト な 
まち づく り の 拠点 」、「 集 い 、 学 び 、 語 ら う 、 賑 わい の 拠点 」、「 健 康 な ま 
ち づ く り を 支え る 拠点 」、「 安 全 ・ 安 心 な 暮らし を 支え る 地域 防災 拠 
点 ] と し て 、 そ の 中 心 的 な 役割 を 担う こと が 期待 され て いる 。 








i 防災 ・ 危 機 管 理 体制 の 充実 「 減 炎 の 考え 方 」 


本 市 は 、 過 去 幾 多 の 津波 災害 を 経験 し 、 そ の 都度 その 得 

た 教訓 を 生か し な が ら ま ちの 復興 を 図っ て きた が 、 自 然 の 力 
は あま り に 大 きく 、 東 日 本 大 震 災 の 大 津波 は 、 再 び 多 く の 尊 
い 命 や 貴重 な 財産 を 奪い 去っ た 。 そ し て 、 防 潮 堤 や 防波堤 な 
どの 海岸 保全 施設 だ け で は 津波 を 完全 に 食い 止め る こと は 
困難 で ある こと も 明らか に し た 。 

未来 を 担う 子ども た ち が 自 然 の 猛威 に さらさ れる こと な く 、 
安心 し て 暮らす こと の で きる 故郷 の 復興 に 向け 、 再 び 同 じ よ 
うな 被害 は 絶対 に 出さ な いと いう 強い 決意 を も っ て 、 ま ち づ く 
り に 取り 組ま な けれ ば な ら な い 。 

東日本 大 岩 災 の 津波 被害 の 経験 か ら 、 防 潮 堤 や 避難 路 
な ど を 整備 する ハー ド 事 業 と 、 円 滑 な 避難 方 法 、 防 災 教 育 、 
青 報 提供 な どの ソフ ト 事 業 に よる 防災 対策 を 組み 合わ せ て 、 
被害 を 最小 限 に し て いく こと が 求め られ て いる 。 こ の 減災 の 


教訓 


考え 方 に 基づい た ハー ド と ソフ ト 両 面 の 手法 を 組み 合わ せ た 
多重 防災 型 ま ち づ く り の 推進 が 必要 で ある 。 





津波 避難 路 ( 重 茂 石浜 地区 ) 


・ 提 言 





i 災害 教訓 の 伝承 ・ 情 報 発信 


これ まで も 津波 記念 碑 の 建立 や 津波 体験 を 語り 継ぐ 活動 
な ど が 行わ れ て きた が 、 時 の 経過 と と も に 災害 の 記憶 は 薄れ 
て いき 、 津 波 に よっ て 多く の 人 命 が 失 われ て いる 。 

津波 災害 な どの 自然 災害 に より 人 命 が 失 われ る こと が な 
いよ う 、 全 て の 人 が 自ら の 判断 で 避難 行動 を 起こ す 必要 が 
ある 。 | 津波 の 恐ろし さ ] 、| 自然 を 作 る こと の 愚か さ ] 、「 備 え 
る こと の 大 切 さ ] な ど を 学ぶ 防災 教育 の 効果 を 高め る た め に 
は 、 こ れ ま で 以上 に 、 災 害 の 記憶 を 風化 させ る こと な く 後 世 
に 伝承 し て いく 取組 が 必要 で ある 。 

災害 の 歴史 か ら 学 び 、 記 憶 や 経験 を 語り 継ぎ 、 将 来 に 生 
か す た め 、 災 害 映 像 や 写真 デー タ 、 災 害 記録 関係 資料 、 津 
波 遺 構 た ろう 観光 ホテ ル や 市 民 交 流 セ ンタ ー「 防 災 プ ラ ザ ] 
な どの 岩 災 伝承 施設 な ど を 活用 し 、 災 害 の 教訓 や 復興 の 取 
り 組み を 後世 や 国内 外 に 情報 発信 し て いく 。 


津波 遺構 た ろう 観光 ホテ ル 
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i 被災 状況 及び 復興 の 取組 の 概要 


被災 状況 

岩泉 町 で は 、 治 岸 の 小 本 、 中 野 、 茂 師 、 小 成 の 各地 区 が 大 
農 災 津波 に より 大 き な 被 害 を 受け た 。 津波 の 最大 遡 上 高 は 、 
小 本 で 20.4m、 茂 師 で 24.6m に 達し た 。 浸水 面積 は 、 小 本 川 
河口 に 位置 する 小 本 ・ 中 野地 区 で 約 125ha、 茂 師 ・ 小 成 地 区 
で は 約 6ha で ある 。 津波 に より 亡くな られ た 方 は 、 関 連 死 3 名 を 
含め 13 名 に 上 っ て いる 。 町 内 で 亡くな られ た 方 が 4 名 、 町 外 で 
の 方 が 6 名 で ある 。 被災 家屋 数 は 、 全 壊 ・ 大 規模 半壊 ・ 半 壊 ・ 
ー 部 損壊 を 合わ せ 208 棟 に 達し た 。 被害 は 、 小 学校 、 中 学校 
を 始め と する 公共 施設 、 商 工業 事業 所 、 農 地 ・ 農 業 用 施設 、 
漁船 ・ 漁 港 ・ 水 産 施設 、 公 共 土 木 施設 、 ラ イフ ライ ン に 及び 、 
被害 額 の 合計 は 44 億 円 、 そ の うち 最大 の 被害 は 、 漁 船 、 漁 
港 、 水 産 施設 の も の で 被害 額 の 半数 超 を 占め る 。 
復興 の 取組 状況 の 概要 

町 は 、 被 災後 た だ ち に 復旧 ・ 復 興 に 取り か か り 、 仮 設 住宅 
3 団地 、143 戸 を 建設 、 次 いで 災害 公営 住宅 を 2 地区 51 戸 
建築 し 、 移 転地 の 人 造成 も 行っ た 。 被災 し た 小 本 小学 校 、 小 
本 中 学校 、 保 育 園 は 、 小 本 小学 校 ・ 小 本 中 学校 ・ お も と こ ど 
も 園 と し て 新築 移転 し た 。 三陸 鉄道 小 本 駅 に は 、 駅 査 、 役 
場 支所 等 と 一 体 と な っ た 防災 拠点 施設 ( 小 本 津波 防災 セン 
ター) を 建設 し た 。 河川 、 港 湾 、 漁 港 、 海 岸 保全 施設 等 の 復 


旧 も 合わ せ 、 固 災 復 興 の ハー ド 事 業 は すべ て 完了 し て いる 。 

現在 も 継続 中 の 復興 の 取組 み は 、 災 害 公営 住宅 入居 者 
に 対す る 家賃 支援 と 、 被 災 者 の 日 常 生活 支援 、 健 康 維持 
増進 新た な コミ ュ ニ ティ 形成 や 既存 の コミ ュ ニ ティ と の 融合 
の た め の 活 動 を 支援 する 事業 で ある 。 





小 本 地区 を 襲う 津波 の 様子 
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小 本 地区 で は 、 旧 小 本 小学 校 の 南方 、 山 側 の 高 所 を 通 
る 国道 45 号 線 に 向け 、 大 岩 災 の 2 年 前 、 平 成 21(2009) 
年 に 設置 され た 「 避 難 階段 」 が 早速 効果 を 発揮 し た 。 

旧 小 本 小学 校 の 津波 に 対す る 指定 緊急 避難 場所 は 、 学 
校 の 南 約 250m、 標 高 約 35m の 国道 45 号 線 小 本 トン ネル 
前 広場 で あっ た 。 避難 階 段 設置 前 は 、 学 校 か ら 一 旦 反 対 方 
向 の 海 側 に 向かい 津波 浸水 予想 区 域 を 通り 抜け た 後 国道 
に 出 て 、 緊 急 避難 場所 に 向かう 避難 経路 と な っ て いた 。 津 
波 の 当日 は 、130 段 、 長 さ 約 30m の 避難 階段 を 通る こと に よ 
り 、 円 滑 か つ 安 全 に 全校 児童 の 避難 を 成し遂げ る こと が で 
きた 。 

この こと は 小 本 地区 の 浜 の 駅 お も と 愛 土 館 に 設け られ た 
[津波 伝承 看板 ] に 記録 され 、 広 く 一 般 に 伝え られ て いる 。 

小 本 地区 を 始め と する 沿岸 の 各地 区 で は 、 震 災 以 降 、 津 
波 防 災 へ の 取組 み が 一 層 強 化 さ れ て いる 。 避難 訓 練 は 、 地 
区 の 自主 防災 協議 会 を 始め 役場 支所 、 自 治 会 、 小 学校 、 中 
学校 、 こ ども 園 等 が 参加 し て 毎年 定期 的 に 実施 され て いる 。 
更に 、 防 災 マ ッ プ の 改訂 、 地 区 防災 計画 の 策定 、 災 害 危険 
区 域内 要 配 慮 者 利用 施設 に お ける 避難 確保 計画 の 策定 、 
指定 緊急 避難 場所 ・ 指 定 避難 所 の 定期 的 な 点検 、 備 蓄 物 
資 の 更新 や 増強 、 地 区 に 立地 する 事業 所 に よる 要 配 慮 者 
利用 施設 に 対す る 災害 時 支援 協定 の 締結 、 防 災 士 の 取得 
推進 に よる 地域 防災 リー ダー の 育成 、 災 害 時 通信 体制 の 
強化 、 防 災 教 育 の 充実 等 が 矢継ぎ早 に 実施 され て いる 。 こ 
れ に は 、 大 岩 災 の みな ら ず 、 平 成 28(2016) 年 8 月 の 台風 
第 10 号 豪雨 災害 被災 も 大 きく 関わ っ て お り 、 沿 岸 地 区 の み 
な ら ず 町 全体 を 通じ 取り 組ま れ て いる も の で も ある 。 大 岩 災 
を 契機 に 、 沿 岸 の 自治 体 で は 犠牲 者 ゼロ を 目指 す 津波 防災 
対策 を 一 層 強 化し て いる が 、 岩 泉町 の これ ら の 取組 み は 優 
れ て 総合 的 、 包 括 的 で あり 、 範 を な す も の と な っ て いる と 自負 
し て いる 。 





課題 





小 本 地区 で は 、 被 災 し た 住宅 の 再建 に あたり 、 防 潮 堤 が 新 
設 され 津波 に 対す る 安全 性 が 強化 され た これ まで の 土地 に 
再建 する 住民 と 、 約 1km 西 方 に 離れ た 小 本 駅 周辺 の 移転 地 
に 再建 する 住民 と に 判断 が 別れ る 結果 と な っ た 。 ま た 、 災害 
公営 住宅 は 小 本 駅 西側 と 小 本 か ら 約 20km 離 れ た 町 の 中 心 
で ある 岩泉 地区 に 建設 され た 。 町 内 の 他 地 区 へ の 移転 者 、 
更に は 町 外 へ の 転出 者 も あり 、 旧 小 本 集落 は 、 人 口 減少 に 
小学 校 や 保育 園 の 移転 も 相 伺っ て 、 か つて の コミ ュ ニ ティ の 
縮小 、 分 散 、 弱 体 化 に 見 舞 わ れる こと と な っ た 。 こ れ ら を 補う べ 
き 新た な 転入 に は 顕著 な 動き は 見 られ て いな い 。 

小 本 地区 の ほか に も 、 津 波 被害 に 見 舞 わ れ た 、 中 野地 区 、 
茂 師 地区 、 小 成 地区 で も 同様 の 状況 と な っ て お り 、 漁 業者 、 
商工 業 事業 者 、 サ ービス 事業 者 で は 、 被 災 を 始め 高齢 化 等 
様々 な 要因 か ら 岩 災 を 機 に 廃業 や 事業 の 存続 を 断念 し た 事 
業者 が 多い 。 

農 災 は 、 地 区 の 立地 条件 や 地域 社会 の あり 方 に 平常 時 
の 変化 の 速度 や その 内 容 と は 大 きく 異な る 変化 を も た らし 、 そ 
の 変化 へ の 追随 が 困難 な 現状 が ある 。 

小 本 地区 、 中 野地 区 は 、 三 陸 鉄 道 、 三 陸 北 縦貫 道 、2 つ の 
国道 、 港 湾 、 漁 港 等 が 集中 する 町 の 交通 の 要衝 で ある 。 特 


に 、 三 陸 北 縦貫 道 の 開通 は 、 利 便 性 の 向上 や 災害 時 の 交 
通路 の 確保 が 期待 され る 一 方 で 、 通 過 地 点 化 の 深化 等 の 側 
面 も 持っ て いる こと か ら 、 龍 泉 洞 を 始め と する 観光 資源 や 沿 
岸 を 舞台 に みち の く 潮 風 ト レイ ル 、 三 陸 ジ オ パ ー ク 、 被 災 地 方 
イド 等 を 活用 し な が ら 、「 浜 の 駅 お も と 愛 土 館 ] を は じ め と する 
地域 の 資源 も 活用 し 、 多 く の 人 が 訪れ る よう 地域 住民 、 漁 業 
者 を 始め 各種 事業 者 、 行 政 等 が 一 丸 と な っ た 魅力 と 活力 の 
ある 地域 づく り が 課題 と な る 。 





浜 の 駅 お も と 愛 土 館 


教訓 ・ 提 言 





東日本 太平 洋 沖 地震 の 発生 に 際 し て は 、 そ の 揺れ の 強 さ 
や 継続 時 間 の 長 さ か ら 多く の 地区 住民 は 津波 の 襲来 を 直感 
し た 。 繰り 返し 実施 され て きた 避難 訓練 や ハザード マッ プ 、 津 
波 浸水 シミ ュ レ ーション 結果 等 に 基づき いち 早く 避難 行動 を と 
る こと が で きた 。 前 月 末 に 発生 し た ニュ ー ジ ー ラ ンド ・ ク ライ スト 
チャ ー チ の 地震 や 2 日 前 の 3 月 9 日 に 東北 地方 で や や 規模 の 
大 き な 地 震 が 発生 し て いた こと も 、 地 震 や 津波 に 対す る 意識 
を 高め る 契機 と な っ て いた 。 地 区 住民 の 中 に は 、 必 ず し も 直 ち 
に 避難 行動 を と っ た わけ で は な い 住 民 や 避難 を 不要 と 考え た 
住民 も いた が 、 消 防 団 、 自 主 防災 組織 、 近 隣 の 住民 等 の 働き 
か け に より 、 こ の 地区 で 避難 行動 を 起こ さなか っ た 住民 は いな 
いと 考え られ る 。 に も 関わ ら ず 4 名 の 犠牲 者 が 出 て し まっ た こと 
は 誠に 残念 で あり 、 こ れ は 避難 行動 に 不 十 分 な 点 が あっ た た 
め と 想像 され る 。 こ の こと か ら 教訓 を 引き 出し 、 次 世代 へ と 引き 
継ぐ 必要 が ある 。 


避難 行動 に お いて は 地区 住民 の 防災 に 対す る 日 頃 の 意識 
が 効果 を 発揮 し た が 、 地 区 の 復興 に 対し て も 明確 な 意志 を 持 
つこ と に より 、 災 害 が も た ら す 急速 な 環境 の 変化 に 対し 復興 
の 方 向 性 を 見 失う こと が な いよ うな 個々 の 地区 住民 の 意識 的 
な 行動 が 必要 で ある 。 こ の こと は 、 復 興 の 初期 の 段階 か ら 認 
識 さ れる べき で あろ う 。 ま た 、 地 区 住民 が この よう な 意識 を 持っ 
て 行動 し 、 思 い 描 く 復興 そし て 新た な 地域 づく り が 可能 と な る 
よう 、 行 政 や 関係 機関 等 に よる 支援 も 併せ て 欠か せな いと 考 
えら れる 。 
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第 3 章 沿岸 市 町 村 及 び 関 係 団体 ・ 企 業 等 の 取組 る 第 1 節 





田野 畑村 


i 被災 状況 及び 復興 の 取組 の 概要 


被災 状況 

本 村 で は 岩 度 4 の 揺れ を 記録 し 、 そ の 後 、 最 大 湖上 高 25.5 
m の 大 津波 が 襲来 し 、 沿 岸 域 の 集落 で ある 島 越 地 区 や 羅 賀 
地区 な ど で 壊 滅 的 な 被害 を 受け た 。 こ の 大 震 災 津波 に よる 
人 的 被害 は 、 死 者 23 人 、 行 方 不明 者 15 人 、 負 傷 者 6 人 、 岩 
災 関 連 死 3 人 で あっ た 。 住家 被害 に つい て は 、 全 壊 225 棟 、 
大 規模 半壊 22 棟 、 半 壊 23 棟 、 一 部 損壊 11 棟 の 計 281 棟 で 
あっ た 。 被 災 世 帯 は 、 全 世帯 の 17.3% に 当たる 251 世 帯 、 被 
災 者 数 は 全 人 口 の 18.5% に 当たる 734 人 で あっ た 。 非 住家 
被害 は 、 一 部 損壊 以上 の 建物 で 31 1 棟 と な っ た 。 物 的 被害 
額 は 、 村 管理 施設 が 191 億 円 、 県 等 管理 施設 が 112 億 円 の 
計 303 億 円 で あっ た 。 
復興 の 取組 状況 の 概要 

復興 の 目指 す 姿 と し て 、「 心 を ひと つ に 未来 に 向け た 復 
興 ] を 掲げ け 、3 つ の 基本 方 針 に 基づき 17 分 野 で 事業 を 展開 し 
て きた 。 

防災 の 地域 づく り (8 分 野 ) で は 、 避 難 路 、 防 潮 堤 等 防災 ・ 
減災 施設 整備 な ど 。 生活 再建 (3 分 野 ) で は 、 移 転 先 の 高台 
団地 造成 (5 カ所 )、 災 害 公営 住宅 建設 な ど 。 地 域 振興 (6 分 
野 ) で は 、 水 産 漁業 と 観光 関連 施設 の 再建 ・ 改 修 な ど を 進め て 
きた 。 





体験 型 観光 の 拠点 と し て 再建 し た 机 浜 番屋 群 / 机 浜 漁港 


沿岸 市 町 村 の 取組 還 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 


主 な 取組 事例 





| 住宅 と コミ ュ ニ ティ の 再建 を 最 優先 


復興 の 取組 で は 、 被 災 者 の 住宅 再建 を 最 優先 し 、 関 係 者 
が 一 丸 と な っ て その 達成 に 全力 を 注い だ 。 特に 配慮 し た の 
は 個々 の 住宅 の みな ら ず 、 大 切な 機能 を 有する 漁村 集落 の 
コミ ュ ニ ティ の 再建 で ある 。 そ の た め に 、 当 該 自治 会 の 総意 
に 基く 集落 ご と の 集団 移転 と な る よう に 、 村 の 中 心 部 の 仮 
設 住宅 に 移っ た 被災 者 と 浸水 被害 を 免れ た 人 た ち ( 地 理 的 
に 3 一 7km 離 れ て し まっ た 自治 会 ) に 対し て 、 丁 寧 に 意志 : 
定 の は た らき か け を 行っ て きた 。 そ の 結果 、 移 転 先 の 団地 は 、 
自力 再建 区 画 と 災害 公営 住宅 区 画 を セッ ト に し た 団地 人 造成 
計画 と し た 。 


i 暮らし と 生業 の 再生 に 最大 配慮 


また 、 サ ッ パ 船 を 主体 と する 採 介 漢 漁業 関係 者 が 多い た 
め 、 漁 具 の 保管 スペ ー ス 等 の 確保 が 必要 で ある こと か ら 、 移 
転 団 地内 に 共同 利用 倉庫 や 漁具 置場 等 の 必要 な 区 画 を 
確保 し 、 漁 業者 に 対し て 最大 限 の 配慮 を し た 。 


i 外部 か ら の 応援 ・ 協 力 に 感謝 


これ ら の 実現 に 際 し て は 、 県 内 外 の 国 公私 立 の 大 学 の 
方 々 、 行 政 機関 等 より 派遣 され た 多数 の 応援 職員 の 方 々 の 
協力 に よる と ころ が 大 きか っ た 。 


漁業 集落 の 特性 を 考慮 
し た 高台 移転 / 羅 賀 ・ 
拓 洋 台 








島 越 地 区 コミ ュ ニ ティ セ 
ンタ ー の 落成 祝い / 三 
陸 鉄 道 島 越 駅 隣接 地 












i 持続 可能 な 地域 づく り 


高台 移転 の 結果 、 住 居 が 地理 的 に 離れ て (2~5km) 分 散 
し た 自治 会 (被災 し た 比 賀 、 島 越 地区 ) に お いて は 、 高 齢 化 
が 進行 し 続け る 中 で の コミ ュ ニ ティ 活動 の 継続 は 、 そ の 困難 
さ が ま すま す 顕 在 化 し て いる 。 

発 災 時 は も ちろ ん の こと 、 復 旧 ・ 復 興 の 各 時 期 に お いて も 、 
「 共 助 」 の 役割 機能 が 期待 され て いる 。 例え ば 、 要 支援 者 ・ 
要 配 慮 者 に 対し て 、 コ ミュ ニテ ィ 内 の 支援 担当 者 に よる 共助 
の 仕組 み を 構築 し て きた が 、 人 口 減少 の 中 で 共助 の 担い 手 
を 確保 する こと 、 そ の 仕組 み を 実際 に 機能 させ る こと の 難し さ 
は 、 地 域 も 行政 や 関係 機関 も 共有 し て いる 。 津 波 へ の 不安 
が 除去 され た 分 の (心理 的 ・ 時 間 的 に 生ま れ た ) スペ ー ス を 活 





か し て 、 コ ミュ ニテ ィ に お ける 暮らし と 生業 の 再生 ・ 維 持 に 取り 
組む 必要 が ある 。 


高台 移転 先 に も 神 興 が 巡行 


* ノ 島 越 ・ 艇 明 台 





i 減災 は 多角 的 な 視点 で 


ハー ド に よる 防災 で は 、 陸 上 を 巨大 な コン クリ ー ト の 工作 物 群 
で 覆い 尽く す 一 本 槍 で は な く 、 消 波 ブ ロッ ク の 強化 充実 な ど 、 む 
し 2 海 側 に 手 を 加え て 減災 を 図る こと も 一 案 で は な い だ ろ うか 。 


i 新旧 の ネッ トワ ー ク や 絆 を 育み 活か す 


地縁 、 血 緑 な どの 古く か ら の 人 的 つなが り 、 在 京 ふ る さと 
会 の 村 出 身 者 や 名 誉 村 民 、 修 学 旅行 や サー クル 活動 で 本 
村 に 思い を 寄せ 続け て くれ る 大 都市 園 の 学生 ・ 生 徒 ・ 教 員 及 
び 卒 業 生 な ど 、 長 年 に わた っ て 培 わ れ て きた 国内 外 の 人 た ち 
と の ネッ トワ ー ク は 、 復 旧 ・ 復 興 の 長期 戦 を 強い られ て いる 村 
民 ぷ どう iQI ま り の 放し な うつ iQ る また ボラ シン ョ イィ と ゆ 
て か か わっ て いた だ いた 多く の 市 民 や ミュ ー ジ シャ ン た ちと の 

会 い が あ り 、 こ の 災害 が きっ か け と な っ て 多様 な 支援 者 と 
の つなが り も で きた 。 こ の 貴重 な 絆 を 大 切 に 育み 続け る こと 
が 肝要 で ある 。 。 

さら に 、 次 な る 自然 災害 に 備え て 、| 津波 て ん で ん こ 」 な どの 
先 人 か ら の 教訓 を 次 世代 に し っ か り と 伝え 続け て いく こと 、 内 
陸 部 の 村民 ら の 炊き 出し 支援 な ど で 発 揮 さ れ た | 結 の 精神 」 
に 感謝 する と と も に 、 そ れ を 汐 養 し て いく こと も 大 切 で ある 。 


教訓 ・ 提 言 





i 海 と 大 地 に 感謝 し この 地 に 生き る 


三陸 の 海 と 大 地 か ら の 恵み に 感謝 し な が ら 、 自 然 は 時 と し 
て 大 き な 災 いと 試練 を も た ら す こと も 忘れ て は な ら な い 。 あ ら 
た め て 「 心 を ひと つ に 未来 に 向け た 復興 ] の 旗印 の も と 
に 、 世 界 屈指 の 漁場 に 面 し 且つ 沿岸 北部 の 冷涼 な 気候 や 
風土 に 根ざし た 地域 特性 を 最大 限 に 活か し 、 持 続 可 能 な 暮 
らし と 農林 水産 業 十 の 産業 の 再生 に 遵 進 し て いき た い 。 


老若 男女 が 集う 多彩 
な 野外 ステ ー ジ 明戸 
キャ ンプ 場 


豊漁 と 安全 を 願う 漁村 
な ら で は の 伝統 の 祭り 





303 


坦 一 浦 


UE 





第 
4 
トー 
章 


304 


首 代 村 





i 被災 状況 及び 復興 の 取組 の 概要 


被災 状況 

本 村 で は 、 最 大 震度 5 強 ( 普 代 村 銅 屋 ) を 観測 し 、 津 波 痕 
跡 高 は 24m( 普 代 水 門 ) に も 及 ん だ が 、 普 代 水 門 と 太田 名 
部 防潮 堤 が 機能 し 、 住 家 に 被害 が な か っ た 。 し が か し 、 村 内 の 
7 つの 漁港 は 壊 減 的 な 被害 を 受け た 。 

この 大 岩 災 津波 に より 村内 で 死亡 が 確認 され た 死者 は い 
な い が 、 村 民 1 人 が 行方 不明 と な っ た ほか 、 村 外 で 村民 7 人 
が 津波 に よっ て 命 を 落と し 、 村 内 で 1 人 が 負傷 し た ( 村 外 で 
負傷 し た 村民 は 4 人 ) 。 

災害 廃棄 物 等 は 推計 1.1 万 t 発 生 し 、 漁 業 関連 の 被害 額 
は 36 億 3,804 万 円 に も 上 っ た 。 


太田 名 部 地区 を 襲う 津波 の 様子 
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普代 村 の 中 心 部 は 普代 川 に 沿っ て 形成 され て お り 、 普 代 
川 河口 か ら 約 300m 上 流 に 建設 され た 普代 水門 (昭和 59 
年 建設 ・ 高 さ 15.5m) は 、 役 場 や 普代 分 署 な ど が ある 村 中 心 
部 に 津波 を 到達 させ る こと な く 被 害 を 最小 限 に と とどめ た 。 

津波 は 、 水 門 建 屋 の 換気 口 か ら 海水 が 入っ た 跡 が ある こ 
と か ら 、 高 さ 15.5m の 水門 を 越え 、24m ま で 達し た こと が 分 
か っ て いる 。 

普代 水門 と 同じ 高 さ を も つ 太 田名部 防潮 堤 (昭和 42 年 
建設 ) は 高 さ 8.9m の 位置 で 津波 に 耐え 、 住 宅地 へ の 浸水 
を 止め た 。 防 潮 堤 外側 の 漁港 で は 壊滅 的 な 被害 と な り 、 水 
産業 に 携わる 村民 は 一 時 仕事 を 失っ た が 、 住 宅 が 残り 生 
活 基盤 を 確保 で きた こと か ら 早 期 の 復旧 に 尽力 する こと が 
で きた 。 

普代 水門 ・ 太 田名部 防潮 堤 は 大 き な 効 果 を 発揮 し た 堤 
防 と し て 国内 外 か ら 注 目 を 浴び 、 現 在 で も 見 学者 が 訪れ て 
いる 。 





津波 に より 損壊 し た 普代 水門 








復興 事業 で 行っ た 事業 成果 を 、 若 年 層 の 村 へ の 定着 、 一 
次 産業 の 担い 手 確 保育 成 、 産 業 経済 の 活性 化 に つなげ 物 
産 、 交 流 、 観 光 の 魅力 向上 を 図っ て いく こと が 課題 と な っ て 


いる 。 
特に も 、 漁 業 従事 者 が 震 災 を 機 に 減少 し た こと か ら 担 い 
手 確保 が 喫緊 の 課題 で ある 。 


また 、 今 後 も 起こ り 得る 災害 か ら 人 命 や 財産 を 守る 取組 を 
考え 、 実 行 に 移し て いく た め の 基 本 と な る 「 防 災 教 育 」 と 普 
代 村 で の 東日本 大 震 災 の 伝承 を 長期 的 に 続け て 行く こと も 
課題 と な っ て いる 。 


普代 を 守っ た 水門 


『 二 度 あ っ た こと は 、 三 度 あ っ て は な ら な い 』 


和 村 幸 得 元 村長 は 、 戦 後 の 民 選 で 村長 に 初 当選 し 、10 期 40 年 と いう 長き に わた 


り 普 代 村 の トッ プ と し て 村 の 発展 に 尽力 し まし た 。 


自 和 8 年 の 津波 を 経験 し た 元 村長 は 、 明 治 29 年 の 津波 で 記録 され た 15.2m の 高 


さ に こだわ り ま し た 。 


財源 や 土地 の 活用 に 国 か ら も 村民 か ら も 反対 の 声 が 上 が り ま し た が 、「 二 度 あ っ た 
こと は 三 度 あ っ て は な ら な い 」 と 反対 の 声 を 説得 し 高 さ 15.5m の 普代 水門 と 太田 名 


部 防潮 堤 を 実現 させ まし た 。 


教訓 ・ 提 言 


東日本 大 岩 災 で は 普代 水門 ・ 太 田名部 防潮 堤 が 機能 し 最 
小 限 の 被害 で あっ た が 、 災 害 が 甚大 な ほど 、 自 助 共 助 の 役割 
が 大 きく な っ て くる 。 

北 度 と な く 大 災害 に 見 舞 わ れ て いる 本 村 に と っ て 、 将 来 に 
わた り 「 災 害 に 強い まち づく り 」 と 「 自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 ] 意 識 の 普 
及 強 化 は 非常 に 重要 で ある 。 








故 ・ 和 村 幸 得 元 村長 


2011 年 3 月 11 日 の 東北 地方 太平 洋 沖 地震 で は 、 津 波 に よる 浸水 を 最低 限 に 食 
い 止 め 、 村 内 の 人 的 被害 を 死者 0、 行 方 不明 1 に 抑え 、| 奇跡 の 水門 ] と 呼ば れ 注目 を 集め まし た 。 

た だ し 実際 に は 到達 し た 津波 は 高 さ 約 20m で 水門 を 越え て お り 、 県 道 に か か る 水門 の 陸 甲 ( 扉 ) が 余震 で 緊急 停止 
し 、 間 一 有 髪 手動 で 閉め た 経緯 も あり 、 よ り 素 早く 高台 に 避難 する こと こそ が 重要 で ある こと を 忘れ て は な り ま せん 。 
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| 被災 状況 及び 復興 の 取組 の 概要 


被災 状況 

本 村 で は 、 最 大 約 18 メ ー ト ル 、 最 高 遡 上 37.8 メ ー ト ル の 巨 
大 津波 が 襲い 、 住 家 の 被 害 は 村内 の 約 3 分 の 1 に あたる 515 
棟 で 、37 人 (うち 村民 28 人 ) の 尊い 命 が 失 われ た 。 沿 岸部 の 
ほとん どの 地区 で 被害 を 受け た が 、 特 に も 役場 周辺 の 村 中 心 
部 は 壊滅 的 な 被害 で あっ た 。 本 村 全 体 の 被害 総額 は 65 億 
5,350 万 円 に 上 っ た 。 

避難 者 数 は 震 災 直後 の ピー ク 時 で 912 名 で あり 、 避 難 場 
所 は 最大 11 ヵ 所 で 、 お お よそ 4 ヵ月 に わた り 開 設 さ れ た 。 ま た 、 
災害 応急 対策 を 進め る に あたり 、 県 内 外 か ら 多く の 関係 機関 
の 協力 支援 を いた だ いた 。 そ の 延べ 人 数 は 、 警 察 989 人 、 広 
域 消 防 2.760 人 、 消 防 団 1.309 人 、 陸 上 自衛 隊 1.132 人 、 市 
町 村 672 人 で あっ た 。 

この よう な 協力 支援 の お か げ も あり 、 平 成 23(2011) 年 3 月 
28 日 に 行方 不明 者 の 捜索 が 終了 し 、 早 々 に が れき も 撤去 す 
る こと が で き 、 そ れ 以 降 の 復旧 ・ 復 興 に つい て は 、 加 速 し て 進 
め る こと が で きた 。 
復興 の 取組 状況 の 概要 

平成 23 年 11 月 に は 、「 安 全 ・ 安 心 で 活力 ある むら づく り ] を 
基本 理念 に 、「 野 田村 東 日 本 大 岩 災 津波 復興 計画 ] を 策定 
し 、 こ れ に 基づき 、 平 成 24 年 1 月 に 具体 的 な 取組 や 主要 な 事 
業 を 定め る 復興 交付 金 事 業 計画 を 国 に 提出 し 、 県 内 で 最も 
早く 防災 集団 移転 促進 事業 に 着手 する こと が で きた 。 被 災 者 
の 生活 基盤 の 整備 を 最 優先 に 掲げ 、 そ れ 以降 、 被 災 市 街 地 
復興 土地 区 画 整 理事 業 、 災 害 公営 住宅 整備 事業 、 漁 業 集 
落 防 災 機 能 強 化 事業 、 都 市 公園 事業 等 の 事業 を 実施 し 、 平 
成 29(2017) 年 度 で ハー ド 事 業 の ほとん ど が 完了 し た 。 
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主 な 取組 事例 


| 多重 防災 型 の まち づく り 





明治 三陸 地震 津波 、 昭 和 三 陸地 震 津 波 等 、 過 去 の 大 津 
波 で 甚大 な 被害 を 受け た 本 村 で は 、 津 波 か ら 第 1 線 の 防潮 堤 
の み で まち を 守る こと は 現実 的 に 不可 能 で ある こと か ら 、 第 2 線 
と な る 三陸 鉄道 ・ 国 道 の ほ か に 、 津 波 威力 の 抑制 と 避難 時 間 
の 確保 を 図る た め 、 第 3 線 と な る 堤防 の 役割 を も っ た 高 盛土 を 
築く こと に よる 多重 防災 型 の まち づく り を 進め た 。 

第 3 線 か ら 海 側 に つい て は 、 住 家 等 の 建築 を 制限 し 、 非 居 
住 エ 上 リア と する た め 、 災 害 危 険 区 域 を 設定 し 、 さ ら に 、 第 2 線 と 
第 3 線 の 間 は 、 緩 衝 地 帯 と し て 、 津 濾 エ ネル ギー を 吸収 する ポ 
ケッ ト 状 の 都市 公園 と し て 整備 し た 。 

これ に 伴い 、 こ の エリ ア の 居住 者 等 の 住宅 再建 の た め 、 防 
災 集 団 移転 促進 事業 で 城内 、 米 田 、 南 浜 地区 の 3 地区 に 高 
台 団 地 の 整 備 を 行っ た 。 な お 、 城 内 地区 は 内 陸 側 へ 、 米 田地 
区 と 南浜 地区 に つい て は 、 も と も と の 集落 の まとまり に 配慮 し 、 
それ ぞ れ の 従前 の 居住 地 付近 に 整備 を 行っ た 。 

また 、 東 日 本 大 震 災 大 津波 以前 と 同様 の 状況 で 生活 再建 
する た め 、 災 害 公営 住宅 は 戸 建 を 基本 と する と と も に 、 近 所 
同士 の 繋が り に も 配慮 し 、 配 置 に つい て は 居住 者 の 希望 を 
伺い 、 自 主 再建 住宅 と 災害 公営 住宅 が 混在 する 団地 と な っ 
て いる 。 
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村 最 大 の 高台 団地 (城内 地区 ) 





課題 





i 災害 に 備え た 人 材 育成 と 体制 整備 


復旧 ・ 復 興 の 実施 に あたり 、 本 村 で は 、 防 災 集 団 移転 促 
進 事業 等 様々 な 事業 を 導入 し た が 、 工 事 着 手 ま で の 手続 き 
に つい て は 、 高 度 な 専門 知識 が 必要 で あり 、 本 村 職 員 の み 
で の 実施 は 不可 能 に 近い も の が あっ た 。 そこ で 、 国 、 県 、 市 
町 村 等 か ら 多く の 応援 職員 の 派遣 を いた だ いた 。 工 事 に つ 
いて も 、 一 度 に 数 ヵ所 の 大 規模 な 工事 が 施工 され る こと は 、 
未だ か つて な か っ た こと か ら 、 応 援 職 員 の 派遣 が な けれ ば 早 
期 の 工事 完成 は 難し か っ た 。 応 援 職 員 の 手助け が な けれ ば 
復興 の お お むね の 完了 は 平成 30(2018) 年 度 以降 に な っ 
て いた の か も し れ な い 。 こ の よう な 状況 か ら 、 今 後に お いて 
は 、 人 材 育 成 を 行い な が ら 、 有 事 の 際 の 体制 に つい て 検討 
し て いく 必要 が ある 。 





過去 に も 大 津波 を 経験 し て いる 本 村 で は 、 幾 度 と な く 甚 大 
な 被害 を 受け 、 多 数 の 尊い 命 が 失 われ て いる 。 

東日本 大 農 災 大 津波 で も 、 一 瞬 の うち に 焼け 野原 の よう な 
風景 に 変り 果て 、 様 々 な 思い 出 の ある 故郷 の まち が 一 瞬 で が 
れき の 山 と 化し 、 尊 い 命 が 失わ れ た 。 

この よう な 、 津 波 で 変わ り 果 て た 街並み な で は あっ た が 、 防 潮 
堤 の 14 メ ー ト ル へ の 高 上 げ 、 防 災 集 団 移転 促進 事業 で の 高 
台 移 転 、 土 地区 画 整 理事 業 で の 城内 地区 の 整備 、 漁 業 集 
落 防災 機能 強化 事業 で の 宅地 の 書 上 げ 、 避 難 時 間 の 確保 
を 図る 都市 公園 事業 の 整備 、 復 興 道路 事業 で の 避難 路 の 
整備 等 、 様 々 な 復興 事業 を 実施 し た こと に より 、 津 波 直 後 の 
が れき の 山 が 跡形 も な く な り 、 災 害 に 強い 新た な 街並み が 形 
成 さ れ た 。 

し か し な が ら 、 新 た な 街並み が 形成 され 、 防 災 性 が 向上 し て 
いく と と も に 、 甚 大 な 被害 の 痕跡 も な く な り 、 歳 月 が 経過 し て い 
く と 、 世 代 交 代 と と も に 、 津 波 の 記憶 が 忘れ 去ら れ 、 ま た 、 同 じ 
惨劇 を 繰り 返す こと が 危 恨 され る 。 こ の よう な 中 で 、 過 去 の 教 
訓 を 生か し 、 二 度 と 住民 の 命 を 失わ な いよ うに する た め に も 、 
津波 到達 地点 の 表示 、 東 日 本 大 岩 災 大 津波 記念 碑 等 を 活 
用 し な が ら 、 津 波 の 恐ろし さ を 語り 継ぎ 、 風 化 さ せな いよ う 、 末 永 
く 後世 に 伝え て いか な けれ ば な ら な い 。 


教訓 ・ 提 言 


上 生活 再建 や 災害 対応 に 係る 
制度 改正 が 必要 


防災 集団 移転 促進 事業 に つい て 、 現 在 の 制度 で は 、 同 じ 
よう に 家屋 が 流出 し た 被災 者 で あっ て も 、 災 害 危険 区 域 設定 
以外 の 区 域 に 居住 し て いた 被災 者 に つい て は 、 高 台 団地 の 
自主 再建 対象 か ら 外 れ 、 災 害 公営 住宅 へ の 入居 の み の 対 象 
と な っ て いる 。 し か し 、 同 様 の 被災 状況 の 場合 に は 、 被 災 者 一 
人 ひと り の 生活 再建 の 考え 方 に 寄り 添う た め 、 高 台 団地 で の 
災害 公営 住宅 入居 の 他 に 、 自 主 再建 を 選択 で きる よう 制度 を 
改め る べき で ある 。 ま た 、 災 害 対応 に 伴う 業務 ( 例 : 保 安 林 解 
除 手続 き ) に つい て 、 事 務 手 続き の 迅速 化 の み で は な く 、 災 害 
に 即応 で きる よう 、 手 続き 内 容 の 簡素 化 等 の 制度 改正 の 必 
要 が ある 。 
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i 被災 状況 及び 復興 の 取組 の 概要 


被災 状況 

三陸 沖 を 岩 源 と する 大 地震 に より 、 本 市 に お いて も 久慈 港 
で 8.6m、 遡 上 高 は 久喜 漁港 で 27m 程 度 と な る 大 津波 に 襲わ 

れ 、 沿 岸部 に お いて 甚大 な 被害 が 発生 し た 。 

死者 4 名 、 行 方 不明 者 2 名 の ほか 、 家 屋 被害 は 1.248 棟 で 
約 42 億 円 の 被害 と な り 、 水 産 加工 施設 や 漁船 な ど は 約 89 億 
円 、 商 工業 関係 で は 約 150 億 円 、 漁 港 や 道路 な ど で は 約 14 億 
円 な ど 、 被 害 は 多岐 に 渡り 、 被 害 総額 は 約 31 1 億 円 と な っ た 。 

また 、 災 害 廃 棄 物 は 約 9 万 トン に お よび 、 こ の 処理 費 は 約 
43 億 円 で あっ た 。 
復興 の 取組 状況 の 概要 

本 市 に お いて は 、 こ れ ら 東日本 大 震 災 か ら の 一 日 も 早い 復 
旧 ・ 復 興 を 図る た め 、 平 成 23(201 1 ) 年 7 月 に 「 久 慈 市 復興 
計画 ] を 策定 し 、 計 画 の 期間 を 10 年 と 定め 、 平 成 23 年 度 か ら 
平成 25(2013) 年 度 を 各種 復旧 事業 に よる 生活 基盤 の 再 
生 に 取り 組む 「 復 旧 期 」、 平 成 25 年 度 か ら 平 成 28(2016) 年 
度 ま で を 復旧 事業 に よっ て 再生 され た 基盤 に 基づい て 復興 に 
向け て 取り 組む 「 復 興 期 ] 、 平 成 27(2015) 年 度 か ら 平 成 32 
(2020) 年 度 ま で を 、 復 興 の 取り 組み を 結実 させ 、 新 た な 魅力 
と 活力 に 満ち た まち づく り を 実現 、 推 進 さ きせ て いく 「 飛 躍 期 ] と 
位置 付け 、 着 実 な 取組 を 続け て きた 。 

ライ フラ イン の 復旧 や 学校 、 保 育 施 設 、 保 健 施設 等 の 再開 
な ど に つい て は 平成 23 年 度 中 に 完了 し た 。 住 宅 確保 に つい 
て は 、 集 団 移転 事業 と し て 14 戸 分 の 宅地 整備 を 行っ た ほか 、 
11 戸 の 災害 公営 住宅 を 整備 し た 。 そ の ほか 、 自 力 再建 の 方 々 
へ の 支援 も 行っ た と ころ で あり 、 住 まい の 再建 は 完了 し た 。 

水産 関係 で は 、 漁 港 や 被災 施設 の 災害 復旧 事業 の ほ 
か 、 復 興 交付 金 事業 に よる 水産 業 共同 利用 施設 7 施設 の 
整備 や 産直 施設 の 整備 、 周 辺 道路 の 復旧 、 漁 港 トイ レ 等 の 
復旧 も 行っ た 。 

観光 関係 に つい て は 、 被 災 し た 観光 施設 「 小 袖 海女 セン 
ター」| 及び 「 地 下水 族 科学 館 も ざら ん ぴあ 」 の 再建 を 果たし 
た 。 特に 、 も べら ん ぴあ に お いて は 、 産 直 施設 及び 農 災 学習 
展示 施設 な ども 新た に 整備 し た と ころ で あり 、 現 在 も 多く の 
方 々 に 来 て いた だ いて いる 。 

その ほか 、 各 防潮 堤 の 高 上 げ や 避難 道路 13 路 線 及 び 避 
難 路 の 整備 の ほか 、 ハ ザー ド マ ッ プ の 整備 な ども 行い 、 そ の 
ほとん ど が 完了 し て いる 状況 で ある 。 
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主 な 取組 事例 


i 漁業 集落 防災 機能 強化 事業 に よる 集団 移転 


当 市 の 住宅 再建 に お いて は 、 現 地 再 建 を 望む 声 が 多かっ 
た こと か ら 、 危 険 区 域 を 指定 し て の 防災 集団 移転 事業 で は な 
く 、 集 落 内 で の 移転 を 前 提 と し 、 希 望 者 の み 移 転 で きる 漁業 
集落 防災 機能 強化 事業 を 活用 し た 。 


i 津波 避難 タワ ー の 整備 


一 番 被害 が 大 きか っ た 久慈 湊 ・ 大 崎 地区 に お いて 、 要 配 
慮 者 や 逃げ 遅れ た 方 々 の 緊急 避難 場所 と し て 「 津 波 避 難 タ 
ワー」 を 整備 し た 。 


i 総合 防災 公園 の 整備 


東日本 大 震 災 に お いて は 当 市 は 隣接 する 野田 村 や 県 南 
部 の 沿岸 市 町 村 に 比べ 、 被 害 が 限定 的 で あっ た こと か ら 、 
自衛 隊 、 消 防 及び 警察 な どの 各地 か ら の 応援 部 隊 の 活動 
拠点 と し て の 役割 も 担っ た が 、 各 部 隊 が 展開 で きる 大 規模 
な 平場 が な く 、 市 内 各 施設 へ 分 散 し て の 活動 を 余儀 な くさ れ 
た こと か ら 、 当 市 の みな ら ず 広域 市 町 村 へ の 復旧 活動 の 拠 
点 と し て 、4 か 所 の 平場 や ー 時 避難 場所 と し て の 防災 東屋 、 
か ま ど ベ ンチ な ど を 備え た 「 久 慈 市 総合 防災 公園 」 の 整備 を 
行っ た 。 





総合 防災 公園 使用 イメ ー ジ 図 








課題 





i 教訓 の 伝承 


岩 災 か ら の 復興 に つい て は お お むね 完了 し て いる 状況 に あ 
る が 、 今 後 は 避難 訓練 の 継続 や 地域 に よる 自主 防災 組織 の 
結成 促進 の ほか 、 防 災 教 育 の 充実 な ど 、 こ の 大 震 災 か ら の 復 
興 で 得 た 教訓 を 風化 させ な い 取 組 が 必要 と 考え て いる 。 


i 久慈 港湾 口 防波堤 の 整備 


ハー ド 整 備 と し て は 国 直轄 事業 で 「 久 慈 港湾 口 防 波 堤 ] の 
整備 が 進め られ て いる 。 こ の 湾口 防波堤 は 令 和 10(2028) 
年 度 の 完成 予定 と され て いる が 、 当 市 の 防潮 堤 や 河川 堤防 
の 高 さ は この 湾口 防波堤 の 完成 を 前 提 と し て 設計 され て お 
り 、 着 実 な 整備 が 図ら 2 れる よう 期待 し て いる 。 


送電 網 の 強化 


大 岩 災 を 契機 と し て 、 再 生 可 能 エ ネル ギー へ の 転換 が 叫ば 
れ て いる と ころ で ある が 、 北 東北 地区 は 送電 網 が 脆弱 で あり 、 
再生 可能 エネ ルギー 導入 の 取組 に 支障 と な っ て いる こと か ら 、 
送電 網 の 強化 が 課題 と な っ て いる 。 





久慈 市 湾口 防波堤 現況 


教訓 ・ 提 言 





i 迅速 な 対応 と 経験 の 継承 


東日本 大 震 災 は 未 曽 有 の 大 災害 で あっ た こと か ら 全 て が 
手探り で あり 、 当 市 の みな ら ず 国 や 県 に お いて も 、 制 度 設 計 や 
支援 策 の 決定 な ど に 多く の 時 間 を 要 し た 。 

復興 が 長 引 け ば 長引く ほど 新た な 課題 を 招く こと か ら 、 復 興 
に あたっ て は 、 何 より も 迅速 さ が 大 切 で ある 。 今回 の 災害 に よ 
り 多く の 前 例 や 課題 が 積み 重ね られ た も の と 思っ て お り 、 こ の 
教訓 を 国 だ け で は な く 、 被 災 し て いな い 多 く の 都 道府県 や 市 
町 村 に お いて も 共有 し て も らい 、 万 が 一 災害 に 遭っ た 際 の 参 
考 と し て いた だ きた い 。 

当 市 に お いて は 東日本 大 震 災 まで は 数 十 年 大 き な 災 害 が 
な か っ た と ころ で ある が 、 平 成 23 年 の 東日本 大 震 災 、 平 成 28 
年 の 台風 第 10 号 豪雨 災害 、 そ し て 令 和 元 (2019) 年 の 台 
風 第 19 号 豪雨 災害 と 、 こ こ 数 年 立て 続け に 大 き な 災 害 に 見 
舞 わ れ て いる 。 災 害 は 起こ る も の だ と 認識 し 、 災 害 が 発生 し た 
際 に 、 ま ず 各 々 が 何 を 行う べき か を 事前 に 把握 し て お く こ と は 、 
その 後 の 復旧 復興 の 速 さ に 大 きく 関係 し て くる も の と 実感 し 
iQUN る 5 


i 地域 住民 の 意識 改革 


災害 の 全て を ハー ドウ エア で 防ぐ こと は 不可 能 で ある 。 ハー 
ド は あく まで 減災 で ある と 捉え 、 一 人 一 人 が 自分 の 命 を 守る 行 
動 を と れる か どう か が 重要 で ある 。 そ の た め に は 市 町 村 が 正確 
な 情報 を 素早 く 出す こと だ け で は な く 、 地 域 住民 の 意識 改革 
が 最も 重要 で ある 。 

自主 防災 組織 の 結成 促進 は その た め の 大 き な 取 り 組 み で 
ある が 、 大 切な の は 実行 力 が ある 組織 を 増やし て いく こと で あ 
る 。 当 市 の 被災 し た 地区 に お いて は 、 自 主 防災 組織 が 主体 と 
な っ て 避難 訓練 を 行い 、 ま た 、 避 難 経 路 を 戸別 に 作成 する な 
どの 取組 を 行っ て いる 組織 も ある 。 そう いっ た 組織 を 増やし て 
いく 取組 が 、 最 も 重要 な |「 命 を 守る こと 」 に 繋が っ て いく も の と 
性 つて で てい SS 
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洋 野 町 


i 被災 状況 及び 復興 の 取組 の 概要 


東日本 大 岩 災 で は 、 八 木 地区 を 中 心 に 住家 の 流出 や 損壊 
に 加え 、 全 町 的 に 水産 関連 施設 の 損壊 や 停電 に よる 二 次 被 
害 な ど 、 ま さ に 甚大 な も の と な っ た が 、 本 町 に お いて は 幸い に し 
て 死者 ・ 負 傷 者 ・ 行 方 不明 者 が 全く な か っ た 。 

この こと は 、 ひ と え ぇ に 町 消防 団 や 自主 防災 組織 を は じ め 、 
多く の 町 民 が 日 頃 か ら 培っ て きた 強い 「 絆 |] と 相互 に 助け 合う 
「 結 」 の 心 に よっ て 、 一 丸 と な っ て 警戒 や 避難 行動 に 取り 組 
ん だ 結果 で あり 、 ま た 、 町 民 の 勇気 ある 行動 に よる も の で ある 。 

復旧 ・ 復 興 に つい て は 、 岩 災 の 年 に 水産 加工 場 が ほぼ 仮 
復旧 し た ほか 、 一 年 後に は JR 八戸 線 が 全線 開通 を 果たし 、 漁 
港 施設 や 県 栽培 漁業 協会 種 市 事業 所 、 町 営 魚 市 場 、 八 木 
製氷 ・ 貯 蔵 施設 、 災 害 公営 住宅 及び 八木 防災 セン ター に 続 
いて ひろ の 水産 会 館 が 完成 する な ど 、 住 民生 活 と 産業 再生 
の 両面 に わた る 整備 が 、 着 実に 進捗 し て きた 。 

これ まで 国 、 県 を は じ め と する 関係 各位 の ご 指導 と 、 全 国 各地 
か ら の 温か い ご 支援 ご 協力 に より 、 復 旧 ・ 復 興 は ほぼ 完了 し た 。 





cs 


浜 に 打ち 上 げ ら れ た ウニ 





沿岸 市 町 村 の 取組 還 還 還 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 間 


主 な 取組 事例 


防災 体制 


本 町 で は 幸い に し て 、「 人 的 被害 ゼロ ] で あっ た が 、 虹 災 前 
か ら の 取組 み が 効 果 を 発揮 し た 。 そ の 主 な も の は 、 町 防災 推 
進 室 の 設置 、 消 防 分 署 職 員 の 併任 発令 、 消 防 団 の 活躍 、TP 
12 メ ー ト ル の 防潮 堤 整備 、 自 主 防災 組織 の 結成 に 伴う 地域 
防災 意識 の 向上 、 八 木 地区 の 津波 慰霊 祭 と 避難 訓練 の 実 
施 な ど が 挙げ られ ます 。 中 で も 消防 団 の 取組 で は 、 消 防 団 が 
率先 避難 を する こと 、 水 門 管理 の 1 部 1 門 制 (活動 範囲 の 縮 
小 ) の 導入 、 徹 底 し た 低地 侵入 阻止 活動 な ど が 、 功 を 奏し た も 
の と 考え て いま す 。 


ガレ キ 撤 去 


何より も 災害 ガレ キ を 撤去 する こと が 、 早 期 の 復旧 に 向け て 
の 第 1 歩 と な る と いう 考え 方 か ら 、 町 の 災害 防止 連絡 協議 会 
の 協力 や 自衛 隊 の 救援 の お か げ も あり 、 早 く 仮 置 き 場 へ の ス 
トッ ク が 終了 し た こと で 、 被 災 者 の 方 々 の 復旧 に 向かお うと す 
る 気持 ち を 確実 に 後押し で きた 。 


人 産 関係 産業 


水産 関連 の 産業 は 施設 が 壊 減 し た こと に より 、 事 業 の 再建 
に 大 き な 不 安 を 抱き 、 と も すれ ば 前 に 進む 気概 を 失い か ける 心 
配 が あっ た 。 水産 業 の 振興 と 雇用 の 場 の 確保 は 、 本 町 に と っ 
て は 常に 重要 な 政策 課題 で あり 、 仮 に 水産 業 を 衰退 させ る こ 
と は 、 こ の 津波 に 負け た こと を 意味 する も の で あり 、 何 と し て も 
事業 再建 を 果たさ せる 必要 が あっ た 。 そ こ で まず 、 事 業 再建 の 
た め に は 資金 が 必要 で ある と 考え 、 各 水産 加工 業者 及び 町 
内 五 つ の 漁協 に 対し て 、 立 ち 上 が り の た め の 呼 び 水 と し て 、 経 
費 負 担 の 軽減 を 図る た め の 「 支 援 金 ] を 用 意 す る こと と し た 。 

町 単独 の 支援 金 と な る た め 、 当 初 は 無利子 の 融資 を 検討 し 
た が 、 二 重 ロ ー ン に な れ ば 、 そ れ が また 負担 に な る と いう 考え か 
ら 、 最 終 的 に は 補助 金 性 格 の 「 支 援 金 ] を 用 意 す る こと に 決 
定 し た 。3 億 円 を 準備 し 、1 企業 体 当 た り 2 千 万 円 を 上 限 に 支 
援 金 を 交付 し た と ころ 、 農 災 の 年 の 8 月 頃 に は 水産 加工 業 等 
の 再建 と 、 従 事 者 の 再 雇用 に 一 定 の めど が つく な ど 、 一 つの 
脱落 企業 も な く 立ち 上 が り を 見 せ た 。 





岩 災 か ら の 時 間 の 経過 と と も に 、 岩 災 に 対す る 記憶 の 風 
化 が 懸念 され る 。 岩 災 当時 を 振り 返り 、 そ の 記憶 を 留め る と 同 
時 に 、 東 日 本 大 震 災 か ら 教 訓 を 学び 取り 、 災 害 へ の 備え や 防 
災 文 化 を 後世 に 継承 し て いく こと が 重要 で ある 。 














: 電 = | = 3 : 
毎年 開催 され る 八木 地区 の 津波 慰霊 宗 岩 災 後に 整備 され た 防潮 堤 と 八木 地区 の 宅地 嘉 上 げ 
ミ = 財 
教訓 ・ 提 言 


i 防災 体制 


農 災 時 に は 、 固 定 電話 や 携帯 電話 が 不通 と な る 「 通 信 体 
制 」 の 問題 、 地 震 発 生 直後 か の ら の 「 停 電 ・ 燃 料 」 の 間 題 、「 食 
料 ・ 災 害 物資 備蓄 」 の 問題 な ど が 発生 し た 。 こ れ ら の こと を 
受け て 、「 通信 体制 ] に つい て は 消防 団 に お いて トラ ン シ ー 
バー の 配備 や 役場 庁舎 へ の 衛星 携帯 電話 の 配備 、 | 停電 ・ 
燃料 ] 対策 に つい て は 各 避 難所 用 の 非常 用 電源 と し て 発 
電機 ・ 投 光 機 反射 式 ス トー ブ を 各 消防 団 に 配備 、「 食料 ・ 災 
害 物資 の 備蓄 」 対策 に つい て は 防災 セン ター へ の 食料 ・ 簡 
易 トイ レ 等 の 整備 等 に より 対策 を 講じ て きた 。 


畜産 業 に お ける 備え 


酷 農 に お いて 停電 に より 、 和 牛乳 の 集荷 が 行え ず 廃棄 処分 
を 余儀 な くさ れ た こと や 、 物 流 が 滞っ た こと に より 、 家 畜 の 餌 が 
確保 で きず 、 養 鶏 業 に お いて 殺人 処 分 が 行わ れ た 。 燃 料 や 非常 
用 電源 の 確保 、 家 畜 用 の 餌 の 備蓄 な ど が 課題 と な っ た 。 


| 沖合 避難 へ の 対応 


沖合 に 避難 し た 漁船 と 船員 に 対し 、 食 料 と 燃料 の 確保 に 
つい て 要請 が あっ た 。 各 避難 所 へ の 対応 も ある 中 、 運 ぶ 手 
段 は 3 トン 級 の 小型 漁船 1 隻 し か な く 、 し か も 海 は ガレ キ だ ら け 
で 操船 に は 危険 が 伴っ た 。 最終 的 に は 要求 され た 物資 を 沖 
合 の 漁船 に 届け 続け た が 、 こ の 対応 に つい て は 今後 も 検証 
が 必要 で ある 。 


i 次 世代 へ の 伝承 


得 ら れ た 教訓 を 生か し 改善 し て いく と と も に 、 今 後 の 課題 
に も 取り 上 げた と お り 次 世代 へ 伝承 し て いく こと が 重要 で あ 
る 。 地域 の 住民 が 地域 で どの よう な 災害 が ある の か 、 そ の 災 
害 に 備え て 普段 どの よう な 準備 を し 、 災 害 時 に 行動 し な けれ 
ば いけ な いか が を 知り 、 そ の こと を 子ども た ち に 伝え て いく こと が 
必要 で ある 。 
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